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1 .センターの概要

，. ， 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・餅締・加工・染色・製織等の試験研究，新規

織物の開発，技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

，. 2 組織と業務
総務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること。

( 2 )財産・物品の管理に関すること。
( 3 )施設維持等に関すること。

( 4 )総合企画，連絡調整に関すること。

機織研究室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )繊維素材及び繊維製品の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。
デザイン研究室

( 1 )大島紬の意匠図案の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究に関すること。

染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

，. 3 沿革
昭和2年4月 昭和2年3月31日鹿児島県工業試験場大鳥分場が設置され， 4月1日庶務，機織，原

料糸，染色の 4部で発足する。

昭和4年11月 鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，

機織の4部が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

昭和7年4月 大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。
昭和20年4月 戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。
昭和21年2月 内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称

する。昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。

昭和25年6月 大島染織指導所として再発足する。
〔汁昭和26年4月 旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。

一昭和27年4月 伝習生(1年)，研究生等(6ヶ月)の養成を再開する。
昭和27年4月 大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

昭和28年12月 日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。
昭和30年11月 庁舎用地として303m'を取得し，ボイラ一室を設置する。

昭和31年3月 加工室，機織室，会議室を新築する。
昭和37年7月 機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

昭和38年4月 本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。
昭和48年3月 染色廃水処理施設を設置する。

昭和54年11月 創立50周年記念事業を実施する。
昭和56年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導セン

ターと改称し，総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

平成元年10月 大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。
平成 2年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究

室に改称する。

平成 9年3月 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。
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1. 4 機構

1. 4. 1 組織と職員配置

商工観光労働部 工業振興諜

館 長一一一一一副館長

仁科勝海 喜入章夫

1. 4. 2 職員現況表

大島紬技術指導センター

総務課

課長(副館長兼務)

喜入章夫

機織研究室

室長富山晃次

デザイン研究室

室長上原守峰

染色化学研究室

室長西 決造

区 分 事務職 技術職 現業職 言十

館 長 1 l 

総 務 課 3 3 

機織研究室 5 5 

デザイン研究室 3 3 

染色化学研究室 5 6 

言十 3 1 4 l 1 8 

2 -

(H14.4.1現在)

亡:

査冨森達人

査井之上成美

主任研究員平田清和

主任研究員今村順光

主任研究員 恵川美智子

主任研究員福山秀久

亡主任研究員徳永嘉美 u 
主任研究員山田淳人

主任研究員操 利一

主任研究員山下宣良

研究員松永一彦

研究員前田みなみ

技術補佐員平 俊博

(H14.4.1現在)

非常勤職員 備 考

o 



1. 4. 3 人事異動

(H13.4.2-H14.4.1) 

発令年月日 氏 名 新 任 |日 任 備考

H14. 4.1 喜入章夫 副館長兼総務課長 労働政策課長補佐 転 入

H14.4.1 冨森達人 総務課主査 介護国保諜主査 転 入

H14.4.1 前回みなみ 染色化学研究室研究員 機織研究室研究貝 館内異動

H14.3.31 田中昭子 大島支庁総務課課長補佐 副館長兼総務課長 転 出

H14.3.31 出回純男 鹿児島総務事務所主査 総務課主査 転 出

~ 
1. 5 決算 (単位:円)

歳 入 歳 出

使用料及び手数料 191，930 総 務 管 理 費 1，539，524 

諸 ~X 入 9，690 技術情報管理費 264，776 

商業総務費 。
中小企業振興費 1，182，441 

。 工業試験場費 70，617，930 

iロh 言十 201，620 必目品 計 73，339，895 
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1. 6 規模
1. 6. 1 土地・建物
土地 6.356. 34m' 
建物 2.434.74m' 
所在地鹿児島県f名瀬市浦上町48番地ー l

区分 種 'iJ1j 

土地 事務所用地及び施設用地

構 造 1 階 2 階

建物 事 務 所 及 ぴ 研 究 室 鉄筋コンクリート造 1.499.26 630.40 

高砂 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾) E生
イシ 廃水処狸施設及び実験用泥田 鉄

計

工作物 長己 ~曲~、

1. 6. 2 配置図
2F 

化学分析室

機器分析室

l'F 

ハイテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾)

.---

動力室

糊 機織試験室
張

技術

り
中庭 相談室

仕

空調側室
上

場

会議室

JIffRi 

碑 石

機器計測室

刊 Fllイ
望日

染料室

染色加工室

中 庭

玄関

-4 

骨 造 164.32 

骨 造 140.76 

1.804.34 630.40 

材 I基

デザイン研究室

困固

染色試験室

空調機械室

wc 

資料室 休養室 量
l踊訂

職員室 館長室

(単位:ぱ〉

計

6.356.34 

2.129.66 

164.32 

140.76 

2.434..74 

l基

o 

にJ
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1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機織研究室

機 器 名 型 式

風合試験機 HANDLE-O司 METER

経糸抱合力試験機 自動記録式

ヤーン・1トレンクース・テスター AUTOMATIC Y.STESTER 

空圧式自動締機 MM-3型

万能引張試験機 テンシロンRTM-IOO

KN型織機 KN-6X6 115cm 

KES風合いシスァム

引張りせん断試験機 KES-FBl 

純曲げ試験機 KES-FB2 

圧縮試験機 KES-FB3 

表面試験機 KES-FB4 

システム用自動処理装置 KES-FB 

精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 

水分含有量測定機 LP16-M 

粘度測定機 DV】 E

繊度測定器 DC-llA 

比重測定装置 KGM-l 

毛羽試験機 F-INDEX TESTER 

撚数測定機 TC-50 

テンシロン万能試験世用T】 F処理装置 MP-IOO 

紋紙作業システム(γャカード情的権) MM-J 
サンプルオープナー OP-200 
ラップフオーマー LFー200

ローフーカード SC-200 

ドローインフレーム DF-4 

意匠撚糸機 123-AF 

高速総上機 番場式6総

機料品一式(自動管巻機) 矢沢式OSY-2錘

ドピー機 AP-25 
ドビーコントローフー EDC-2800 

ワインダー(自動乾燥糊付) KS-3 

通気性試験機 KES-F8-APl 

全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 

紋織装置 KYB直織(1，200口)
電子ジャカード ELJ-S 

画像処理シスァム GD1200(A) 

紋織支援装置 CGSハ。ソコン編集機

糸ねじり交差トルク試験機 KES-YN-l 

緋締めシミュレーションシステム KYB 
4ヤ 入出力装置 KYB(本体Acolor 935) 

織物組織設計装置 CATンステム

タイイングマシン JM-H18型

糸繰り機 TYB-145V 

ー 5

メ カ 名 設置年度 備 考

Thwing Albert干士 S42 

蛭田理研(掬 S49 国檎

日本ウスター側 S49 国補

錦江織物機械製作所 S57 

側オリエンァック S63 

津田駒工業側 S63 

側カトーテック Hl 国補

制カトーテック Hl 国補
開カトーテック Hl 国補

(槻カトーテック Hl 国補
(槻カトーテック Hl 国補

附カトーテック Hl 国補

メトフ一社 Hl 国補

協和科学(補 Hl 国補

サーチ側 Hl 国補

コカジ技研 Hl 国補

敷島紡績側 Hl 国補

敷島紡績側 Hl 国補

側オリエンァック Hl 国補

錦江織物機械製作所 Hl 国補

大和機工側 Hl 国補

大和機工(樹 Hl 国補

大和機工側 Hl 国補

大和機工側 Hl 国補

日本紡織機械製造側 Hl 国補

備)きょうのう織機製昨所 Hl 国補

備)きょうのう織機製作所 Hl 国補

側山田ドピー販売 H2 国補

側コスモテキMイルマンン H2 国補

(的梶製作所 H2 国補
側カトーァック H2 

敷島紡績側 H3 閏補

エデフ社 H3 

カヤパ工業(鮒 H5 

カヤパ工業(槻 H6 国補

カヤパ工業側 H6 国補

カヤパ工業側 H6 

側カトーテック H7 

カヤパ工業側 H7 国補

カヤバ工業(槻 H7 国補

中西織工芸閑 H7 

(掬橋詰研究所 H8 

(楠山田 HIO 



機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考
糸張力計測装置 CB-20 側金井工機 HlO 

動作解析装置 DOU-202 側エムァック H10 

拡大映像装置 KH-2400DP 開ハイロックス HlO 

画像処理記録装置 (槻カヤパ H10 
緋意匠システムソ7トウエア 側カヤバ H12 

低温恒j昆水槽 LF-681 (拘束洋製作所 H13 

物性データ解析装置 KES-1F-01 側カトーテック Hl3 

デザイン研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

CAD及ぴ、技術情報ンステム タフコンEX トタルソ7トウエ7側 H1 国補

大島紬ピジュアル カイJ7テクノロγ-;q槻 H9 
7
0 

l，.j(ンテーションシステム

ヂrィン70ロセット一式 カイJ7テクノロγ-J，'側 H11 

大島紬図案設計装置 ト川ソ7トウエ了時栂 H12 

プロジェクタ一一式 カイノ7テクノロシー-J，'側 Hl2 共用

ロール紙対応高精細画像 カ{J7テヲ}IJγ-J，'繍 H13 
.U 

処理システム
L一一一一一一一ー一一一一一一一ー一一一一一一 」 ー

染色化学研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考
サンシャイン・'J.._I'O_ロングライ7 WEL-SUN-TC スガ試験機鮒 S55 

ウェサ'ーメーター

カラーアナフイザー TC-1800 東京電色(鮒 S60 

ガスクロマトグフフ GC-9AM 側島津製作所 S61 

GPCクロマトグフフ ウォーターズ600E 日本ミリホ。7・'}ミテッド社 H1 国補

クリーンベンチ PCV-1303 目立製作所(槻 H1 国補

凍結乾燥機 VD-60 大洋科学工業側 H1 国補

アンダーグフス野外暴露台 1S-1 スガ試験機側 Hl 図補

自動総染機 MVS-2 i畢村化学機械工業側 H1 国補

砕断機 Hl4型チッパー 側太平製作所 Hl 図補

分光反射率計 MS-2020 PLUS マクベス社 H1 国補

染色試験機 YS-12M 山口科学産業側 H1 図補 o 
オートスクリーン捺染機 AV-ill 山口科学産業(的 H1 国補

赤外分光光度計 1640 パーキンエルマー社 H1 国補

クロマトスキャナ CS-9000 側製作所 H1 国補

捺染台 (槻フジヤマ H2 国補

スクリーン製版機 SP-180 理想科学工業(樹 H2 国補

画像解析装置 nexus-Qube 側ネクサス H2 国補

フェードメーター FAL-5 スガ試験機側 H2 国補

CCM用ソフトウェア COMSEK Win95版 日本化薬附 H3 国補

カフーキッチン 日CAYALIBRAK-1 (D) 日本化薬(栂 H3 国補

分光光度計 UV-2200 側島津製作所 H4 

糖度屈折計 RX-1000 アタゴ(栂 H4 

遠心式薄膜濃縮装置 CEP-L 側大川原製作所 H4 国補

真空乾燥機 SF-02H 側大川原製作所 H4 国補

膜ろ過試験機 FS-293-20S アドパンァック社 H4 国補

-6 -



機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考
全自動ンヤリンハーイ染色装置 イントレックス(栂 H5 
原子吸光光度計 3300 パーキンエルマ一社 H5 
3軸制御直交ロボット HAS-A3 芝浦製作所開 H7 
微小面分光測色計 MSP-~90 日本電色工業側 H7 
ノfーソナルコンピュータ VM-516S.Flex-Scan 88F エプソン社，ナナオ社 H7 
分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800.JED-2100 日本電子側 H7 
自動摺込み染色装置 側エルム H8 国補
緋糸用巻き取り装置 側エルム H8 国補
ピンテント型イーキング試験機 PT-IA型 辻井染機工業側 HIO 
高解像度ヂγタルカメラ装置 D-2000 キャノン(槻 HIO 
ニューマチックマングル VPM-IA型 辻井染機工業側 HIO 
大型熱風乾燥機 S-80型 旭科学(補 HIO 
卓上電気透析装置 S-3型 旭化成工業側 Hll 
経糸巻き取り装置 (欄エルム Hll 
遊星回転ボールミル P-6 フィリチュ・ジャパン H12 

~ イオンメーター F-24C 堀場製作所 H12 
洗濯試験機 LM-8D スガ試験機 H12 
ドフイクリーニング試験機 LM-D特型 スガ試験機 H12 
分光反射率計 CM-3100 ミノルタ(槻 H12 
次JG測色シスァム CI-I041i ミノルタ附 H13 
電子天秤 AX205DR メトフー・トレド附 H13 
知ツPメート型摩擦試験機 C-IDS 側大栄科学精器製作所 H13 
乾燥機 LG-123 タパイエスペック(械 H13 

~) 
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2 試験研究業務

2. 1 試験研究概要

室名 事業名(年度)

大島紬用手織り機の改良研究

(H12-14) 

(継続)

機

新製品開発のための織物の設

計に関する研究

織 (特定中小企業集積活性化支

援事業)

(Hll-13) 

研 (終期)

究
ジャカード緋蓬の糊抜き加工

に関する研究

(Hl3-14) 

室

(新規)

大島紬着姿シミュレーション

ア によるデザインの高度化に関

ザ する研究

イ (H12-14) 

ン

研 (継続)

究

{ 主

概 要

日12年度に考案した広幅用の試作手織り機の性能試験を通[

て，経糸の張力調整や均一な緯糸打ち込み等熟練を要す細かし

調整を極力簡素化するための条件把握や経緋糸での条件設定書

について製織試験を行い，品質の安定化を図る。

体格サイズで高さ調整できる機構や構成部品も脱着の自由E
を向上させて機掛けの短縮化を図る等大島紬用手織り機の改良

を行い，労働条件の改善や合理化を目指す。

大島紬の高級化及び多様化を望む声が強い中，もの作りを模

索している企業も増加しているが，適した素材・染色・デザイ

ン等の面で苦慮しており，素材も限定されがちで着尺以外の分。
野への妨げになっている。そこで，高密度大島紬の一環として

は， 20算織物での経糸，緯糸の目付別試織等を主体に行い，織

布の物性試験等により特徴有る織物設計の多様化につなげる。

また，大島紬の製造技術を利用し，経糸に絹糸を主体に緯糸

に泥染め絹糸と植物繊維との混紡糸や意匠糸や手紡ぎ糸等用い

て厚手や外観に特徴を持たせた各種織布の試作を行い，帯地・

ジャケット・婦人服地・小物等の着尺以外の商品開発も目指す。

現在「デザイン・緋締めシステム」を利用して，同じ模様の

繰り返しでない従来にないデザイン展開の製品試作を行ってい

るが，当システムの，ジャカード締め機により作製される緋廷

は二重の組織になるため，染色作業で染料の浸透が悪く，緋の

染まり具合に課題が残されている。その原因として，染色前の

糊抜き工程で糊張り糸の糊が充分に落とされていないことがあ ¥J 
げられる。ジャカード緋径の糊抜き条件を確立し，染色性の向

上を図ることにより「デザイン・緋締めシステム」による製品

の品質向上につなげる。

大島紬は平面で図案設計されるため立体の着姿が仮想できな

いので，当センターが開発した大島紬ピジュアルプレゼンテー

ションシステムのバーチヤル機能を活用して，平面における図

案と着姿からなる立体図の関係を柄の出方によって解明し，デ

ザイナーが装着目寺を迅速にイメージできるデータベースを構築

する。そして，従来の図案設計の流れとは逆に，着姿からデザ

インを発想しさらに平面図案へ置き換える新しい技術を確立し

デザインの高度化を図る。
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室名

染

色

化

¥、ノ

三ナとら

研

究

室

Q 

事業名(年度) 概 要

緋配色の体系化に関する研究 | 確固とした価値観を持つ成熟社会における顧客の要求に応え

(H12-14) Iられる製造技術を確立するため，製品における色ズレ要因(背
景色，影響，緋配置及び面積効果，テクスチャーによるくすみ

(継続) I等)解析を行いこれを補完できる染色技術を確立する。また，

採み込み染色時や摺り込み染色における緋地色部の汚染等，染

色加工時の技術的問題を解消した上で織り見本色を作成し，こ

れまでにない明るい色調を基調とする製品開発を行う。

改質絹糸及び天然粉末染料を

応用した技術・製品開発

(H13-15) 

(新規)

①緋蓮における混色採み込み染色技術を確立する。

②摺り込み染色における地色緋部の汚染防止技術を確立する。

③色ズレ要因解析及び色選定用織り上がり見本作成(糸密度別，

緋配列別，地色種別)

(1)絹糸の化学改質

大島紬における摩耗，毛羽，スレのクレーム等が数多くあり

その原因に有効な処理方法が未だに開発されてないため，絹糸

に改質剤(エポキシ系化合物等)と化学反応させ，摩耗，毛羽

スレが出来にくい絹糸に改良することで，草木染めや泥染めに

ついて効率的な染色技術を確立して高堅ろう度の新商品(高級

男物大島紬，洋装化等)の開発を図る。

(2)粉末染料の製造

植物染料は使用する毎に抽出して用いるが，その抽出i夜は約

3， 4日で腐敗し長期保存できない。植物は生育環境や樹木の

大小によって染色濃度が異なり，色の再現性，染色堅ろう度が

弱いことから新製品作りに大きなリスクを伴い限られた数種類

のみが利用されている。奄美諸島には亜熱帯系の植物が多く，

独特な色素植物(例えばフクギ，イジュ)が自生している。そ

れぞれの植物に合った粉末化や染色技術を開発することで，染

料の安定性，長期保存ができ，色の再現性や濃度管理が可能に

なり，人為的パラツキが解消される。そのため，植物の種類に

合った粉末化，染色技術を確立する。
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2. 2 研究成果

2. 2. 1 平成 12年度研究成果発表会

開催|名 瀬Hl3.4. 20(金)I開催|名瀬会場:大島紬技術指導センター |参加者 I47名

日 時|鹿児島 H13.4. 25 (水)I場所|鹿児島会場:本場大島紬織物協同組合 I I 43名

口 頭 Ir大島紬着姿シミュレーシヨンによるデザインの高度化に関する研究J
発表

デザイン研究室 0上原守峰，徳永嘉美，冨山晃次

今給梁正巳1・，白田耕作ぺ石井栄ーへ石井勝3・

1・トータルソ7トウエ7V栂， Z切イ17テクノロγ-A.側， H倒的高スティックス

「デザイン・緋締めシステムを利用した新商品開発J

機織研究室 0福山秀久

「新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 2)J 
一大島紬未利用糸及ぴ複合繊維の活用による多用途織物の研究開発

機織研究室 O今村 j煩光，瀬戸口正和

「本場大島紬の仕上げ加工に関する研究」

染色化学研究室 O西 決造

「絹糸の染着効率に関する研究J

染色化学研究室 O操 利一

「大島紬製品の白化現象発生に関する研究J
染色化学研究室 O山下宜良，操利一，平俊博，仁科勝海

2. 2. 2 研究発表

( 1 )誌上発表

題

炭の性能評価

目 氏

0松永一彦

【 10-

名 掲 載
ヨr

"υ 

日本木材学会九州支部会

講習会要旨集

u 

¥...) 



( 2 )口頭発表 0は発表者

題 目 氏 名 発 表 先 (発表日)

大島紬着姿シミュレーションによるデザ 0上原守峰 平成13年度産業技術連携推進会議

インの高度化に関する研究 冨山晃次 繊維部会中国・四国・九州地方部会

山下宜良 総会鹿児島市(鹿児島県市町村自

治会館) H13.7.5 

白化現象の発生に伴う防止法と除去法 0山下宜良 平成13年度産業技術連携推進会議

富山晃次 繊維部会中国・四国・九州地方部会

上原守峰 総会鹿児島市(鹿児島県市町村

自治会館) H13.7.5 

'-._./ 炭の性能評価 0松永一彦 日本木材学会九州支部会講習会

鹿児島大学大学院農学研究科

鹿児島市(鹿児島大学) Hl3.7.6 

大島紬着姿シミュレーションを利用した 0上原守峰 十日会7月(第567回)例会

大島紬の図案作成 仁科勝海 名瀬市(奄美観光粁ル) H13. 7. 24 

大島紬着姿シミュレーションシステムに 0上原守峰 平成13年度鹿児島県自治体情報処

ついて 理研究会総会

名瀬市(名瀬市役所) H13.8.16 

着抜染料による緋葱加工法 0西 決造 平成13年度産業技術連携推進会議

繊維部会染色加工分科会

υ H13.10.11 

大島紬未利用糸のハイブリッド化による 0今村順光 平成13年度全国中小企業活性化支

洋装織物の研究開発 援会議(城山観光ホテル)

H13.10.18 
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2. 2. 3 展示会

展不会名称 期 間

大島紬技術指導センター Hl3. 4.20 

平成12年度研究成果発表

Z品三三、 日13.4.25 

県試験研究機関研究成果 HI3.10.31 

展示発表会 -11.1 

鹿児島のタベ H14. 1. 23 

2. 2. 4 関連報道

報道内容

県大島紬技術指導センタ一入所式

会 場

大島紬技術

指導センター

本場大島紬

織物協同組

i;-

鹿児島市:

MBCいづ

ろ

ドーム

東京都:

東京7"リンスホ

テ1，

「締め加工科に3人もJ受講生5人，激励相次ぐ
「若い感性に期待寄せる」デザイン・締め加工に新

たに 5人，中堅技術者として誓い

「将来見越した研究を」業界に身近な運営目指す

県大島紬技術指導センター館長

「南島雑話」研究に弾み，草稿群など名瀬市へ当時

を知る一級品の史料名越左源太の史料がそろう，よ

展 刀t 内 信t、r 担当部室

.γャカード締め機利用新商品開発 機織研究室

事例 デザイン研究室

-未利用糸及び複合繊維の活用事 染色化学研究室

例

. A3サイズ画像処理凡例集

. B1サイズ着姿デザイン開発事例

-白化現象の発生に伴う防止法と

除去法事例

-仕上げ加工事例

-センター概要紹介パネル 機織研究室

-大島紬製造工程紹介 デザイン研究室

-着姿デザイン開発手法デモ 染色化学研究室

-画像処理事例集

-本場大島紬試作きもの紹介

-着姿シミュレーションデモ 機織研究室

-本場大島紬試作きもの紹介

-画像処理事例集 デザイン研究室

報道機関名(日付け)

4/10 南海日日新聞 大島新聞

4/10 南海日日新聞 4/21 大島新聞

り充実した研究期待新たに奄美糊館へ寄贈 14/11 南海日日新聞 大島新聞

原口鹿大教授

精密な記録，新事実も，薩州見取絵図発見 14/15 南日本新聞

自 12 -
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報道内容 報道機関名 (日付け)

県大島紬技術指導センター

新規に緋技術のレベルアップ事業

製品の品質向上目指す 4/11 大島新聞

式典は11月24日開催

紬組合100周年記念事業 実行委小委員会が初会合 4/12 南海日日新聞

紬専門学院入校式

織りの技術習得誓う. 5人少ない5人の入校に織り

の工芸士目指して，県外含む5人入校 4/13 大島新聞南海日日新聞

群島地域産業振興基金協会

新年度体制固まる，広域への統合求める意見も新理

o 事長に堅山氏 4/17 南海日日新聞大島新聞

県大島紬技術指導センター 研究成果発表会

カピ，白化防止に湯通し効果的

デザイン製作の簡素化も 6項目の研究成果を報告

モデル多様化に一定成果 コンピューターを活用

紬着姿ソフト，緋図案ソフトと互換性

大島紬の「白化」油剤と糊が原因 4/21 南海日日新聞 1大島新聞 南日本新聞

本場大島紬織物協同組合

大島紬の魅力発信，発のフェスタ.800点展示 4/29 南日本新聞

基金協会・県大島紬技術指導センター講習会

¥__) 画面上で着姿を確認，大島紬図案業者対象にデザイ

ン開発用ソフトを説明 5/15 南海日日新聞大島新聞

奄美大島法人会女性部会総会

10月「藍のアイデア展」計画 5/20 南海日日新聞 大島新聞

本場奄美大島紬協同組合総会

800万円の大幅黒字に，購買増やコスト削減で情報も 5/30 南海日日新聞大島新聞南日本新聞

とに売出し強化，流通体型も見直しへ 6/3 大島新聞

芭蕉布研究家 長谷川千代子さん

島にあるもの生かす喜び，ばあちゃんから私に，次

の世代も 6/3 大島新聞
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報道内容 報道機関名 (日付け)

夢織りの郷がオープン

紬製造工程を見学・体験できる奄美らしさ気楽に体

験 6/4 南海日々新聞大島新聞

県大島紬技術指導センター 沖永良部で染色講習会

フクギなど原料に草木染め 6/14 大島新聞

消えゆく養蚕農家

化織が台頭，輸入生糸増加，特産品で生き残りを 6/15 南日本新聞

職人ら200人初のフォーラム・鹿児島市

大島紬「技伝える機会必要Jr協力と競い合いを」 6/22 南日本新聞

異業種「ユイクラブ」奄美空港で物産展 u 
奄美の新しい特産品をアピール

薬草や自然塩，大島紬・っくり手の情熱伝えたい! 8/26 南海日々新聞大島新聞

紬協組 11月23日から100周年記念式典

基調講演や意見交換会 8/27 大島新聞

紬販売協組大島紬秀作展コンテスト

入選作品28点を決定， 7マルキが増加傾向

7"<ルキ作品に力強さ，秀作コンで入選作を発表

新成人用紬展示会・親子連れで品定め 8/28・29 南海日々新聞大島新聞

和服のほかにも使い方いっぱい 9/2 南海日々新聞

'J  

薩摩焼 国指定の伝統工芸品に

認知高め県外にPR 県陶業組合が申請へ 9/6 南日本新聞

「紬フォーラム」開{建 設立20周年記念で納協組成年部会

日制やまと 矢嶋社長の講演も 9/10 日本繊維新聞 9/11 南海日々新聞

「見込み生産」より「受注生産Jを
産地インフラ再構築を討議 産地維持に危機感 9/20 南海日々新聞大島新聞

i尼や緋の技術を評価 創立100周年記念グランプリ

「たけがわ織物J に経済産業大臣表彰 9/20 南海日々新聞大島新聞

幅広い作品の注文も 出品総数138点 9/22 南日本新聞
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報道内容 報道機関名 (日付け)

新ふるさと特産品コンテスト 10/4 南海日々新聞南日本新聞

前田さんが優秀賞 10/5 大島新聞

大島紬技術指導センター 業務報告書を作成

新商品開発など成果報告

着姿シミュレーションでデザイン高度化へ 10/7・13 大島新聞・南海日々新聞

草木染め，火山灰で発色 県立短大・生活科学科生

鮮やか うぐいす色 温泉水でも実験 10/27 南日本新聞

染めのアイデア展 大島法人会女性部会

群島内から50点応募 11111 南海日々新聞大島新聞

) 
「紬ウオーク」などイベント 紬協組100周年記念 11112 大島新聞

鹿児島・岐阜姉妹盟約30年で記念式典

県民主役の友好約束 11/12 南日本新聞

大島紬地球印競技会 102点出品

色使いに工夫も 今がどん底，頑張って若者向けデ

ザインなど注文 11122 南海日々新聞 11123 大島新聞

紬協組100周年 世界に類みない精ちな織物

次の l世紀へのスタート

放有村・中江両氏を顕彰伝産法制定などに尽力

Q 競技会入賞作品やわが家の「家宝展j
奄美の経済支え一世紀 11123・24 南海日々新聞

新世紀に望み託し どん底からの脱出期待

苦境からの再起願い 先人，誓い新たにに感謝 11124 大島新聞

「ミス大島紬.AMAMIJ決まる世界の人に広めたい 11124 大島新聞

100周年記念講演会 質にこだわり「多種少量」を

大島紬の未来で産地に提言 11125 大島新聞

織り工歴75年東僚さんら表彰

業界支えた人々に感謝 11126 南海日々新聞
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報道内容 報道機関名 (日fすけ)

「売れる物作りを視野に」

仁科館長が発表 奄美郷土研例会 11128 南海日々新聞

「価格より品質重視を」 大島地区プラザ講演会 12/1 南i毎日々新聞

紬アイデア作品コンテスト

小物洋装新製品 3部門入賞作品決まる 12/7 南海日々新聞

17年連続減産 「再生産可能な産地にj理事長

紬協組まとめ 紬生産反数連続で過去最低を更新

01年は 3万4千88反に ネット販売におよび腰

脱会者増え縮小の一途 12/30 南海日々新聞大島新聞

u 
多彩に「紬の日のつどいJr紬の文化」後世に着用
の機会拡大を 116 南海日々新聞

アイデアひとつで新商品・リメーク作家が講演

工夫次第で新製品に・紬の小物作り講習会

一産業基金協会一 1111 南海日々新聞大島新聞

大島工業高校:大島紬の工程など見学

卒業前に「郷土J実感・郷土の魅力学ぶ
大島紬技術指導センター- 1113 大島新聞南海日々新聞

Uターン後紬の魅力知る・伝統生かし新しいものを

一紬センター伝習生 越間得晴さんー 1116 大島新聞 o 
01年県内大島紬生産状況 原産に歯止め掛からず

辛うじて10万反をキープ 1117 南海日々新聞

特産品開発講習会

首都圏での情報量不足指摘・素材の良さを評価 1130 大島新聞

商品の情報発信を 1/31 南海日々新聞

薩摩焼が伝統工芸品に 1131 南海日々新聞

伝統的工芸品功労者褒賞 奄美から 2人が受賞

名瀬の林さん・与論の川畑さん 2/3 大島新聞南海日々新聞
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報道内容 報道機関名 (日付け)

かごしまサミットが発足 産官学連携幅広く 2/19 南日本新聞

かごしまデザインフェア2002開幕

「くらしの変革Jもっと より身近に参加型 2/21 南日本新聞

中小企業事業団 情報化と取引改善推進を

繊維業界の情報化テーマに研修 2/28 大島新聞

「アマコレ」の事業化を/紬新提案商品の発表展示会 3/5 南海日々新聞

県大島紬紬技術指導センター 伝習生修了式

紬と歩むそれぞれの道 「若い感性が大切になるJ

) 「内容の濃い充実した l年でした」 3/14 南海日々新聞大島新聞

県大島紬紬技術指導センター で講演

「英知絞り新しい大島紬を 大島紬で提言J 3/18 南海日々新聞

紬技術専門学院修了式 22期生5人に証書

「宝J守る 5人巣立つ 「機織りの苦労，喜び知ったJ 3/27 南海白々新聞大島新聞

紬協祖が市に要望

「紬通り」の設置を要望 イメージ向上へ 3/27 南海日々新聞大島新聞

名瀬市・紬観光審議会 ネット市場に類似品

正確な情報発信を IT販売には慎重意見

u 「大島紬7.ランドj失墜のおそれ 防止策求める意見 3/27 南海日々新聞大島新聞
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3 技術支援業務
3. 1 依頼業務
3. 1. 1 依頼試験

イ衣 頼 ロロ日 試験項目 件数 試験種目

織物片・のぼり 染色堅ろう度試験 97 汗・摩擦・洗濯熱湯・はっ水・耐光
堅ろう度試験

3. 1. 2 委託業務

依 頼 ロロロ 項 目 件 数 数 量

大島紬用原料糸及び緋建 総糸染色 11 13，650 g 

計 11 13，650 g 

3. 1. 3 機器の使用状況

項 目 件 数 時間/数量

図案設計CADシステム 4 件 12時間

色合わせ 4 f牛 70色

3. 2 指導業務
3. 2. 1 指導事業の実施状況

t旨 導 項 目 企業数(件数) 備 考

巡回技術指導等 I市9町村 鹿児島笠利龍郷宇検瀬戸内喜界知名
(3研究室 7

0

ロγェクト) 徳之島伊仙与論

技術指導等(機織) 229 鹿児島(5 ) 名瀬(26) 笠利(15) 龍郷(8 ) 
喜界(1) 大和(1 ) 瀬戸内(2 ) 伊集院(1 ) 
指宿(1) 館内(169)

技術指導等(デザイン) 114 鹿児島(4 ) 名瀬(25) 笠利(10) 龍郷(1 ) 
大和(1) 宇検(1 ) 瀬戸内(1 ) 与論(1 ) 
喜界(1) 隼人(1 ) 館内(68)

技術指導等(染色化学) 294 鹿児島(10)名瀬(78)笠利(15)龍郷(6 )大和(1 ) 
瀬戸内(3 )宇検(2) 与論(1 ) 喜界(1)
薩摩郡(1 )指宿(1 )館内(175)

移動指導センター 94 鹿児島 3回実施

その他技術相談・指導 1，218 機織(422) デザイン(148) 染色化学(648)
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3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第 l回 鹿児島市新栄町 17 -湯通し後のスジ引き発生原因とその補正について

Hl3. 4. 24- (本場大島紬織 -大島紬検査項目について

25 物協同組合) -大島紬の製造に係る織物設計について
-織り工養成・新商品開発について
-大島紬ビジュアルプレゼンテーションシステム (OT
V P S)の有効活用について
(冨山晃次，山田淳人，松永一彦，※向吉郁朗)

第2回 鹿児島市新栄町 28 -藍建てについて

日13.9.12- (本場大島紬織 -紋織り・花織り大島紬について

13 物協同組合) -ジャカード緋締めについて
-カッチ染めと泥染めの見分け方について
-着姿ビジュアルプレゼンテーションシステムについて
-着尺のデザインと仕立て上がり想定について

、'-../ (上原守峰，恵、川美智子，松永一彦，前回みなみ，
※向吉郁朗)

第3回 鹿児島市新栄町 49 -大島納仕上げ加工について

H14. 1. 21- (本場大島紬織 -湯のし・湯通しについて

22 物協同組合) . i;炎色染色法について
-摺り込みにおける色の配色について

-コンピュータによるデザインの現状について
-着姿シミュレーションについて

-手括り緋加工法について

(西決造，今村順光，徳永嘉美)

※鹿児島県工業技術センター

3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

fヰ 数
¥ノ

内 n廿句

ハイテク開放試験室 143 画像処理装置 (38) カードレス締め機 (71)
自動摺り込み染色装置 (0)
シャリンパイ染色装置 (34)

2 試験項目数 45 
繊維染色開放試験室 主に，染色竪ろう度試験

(摩擦，耐光，汗，洗たく， ドライクリーニング)
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3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容
く機織研究室>

依頼内容

大島紬，仕立て上がり製品の静電気
発生による苦情についての原因究明

の相談

織物の商品企画・開発の技術研修に
ついて

平成13年度大島紬活性化推進事業の
支援・協力について

ジャカード締め機を利用したタベス
トリー作成

(薬草染織研究会:積千尋)

芭蕉布の花織について

処理結果

仕立て上がり製品で静電気のため着用できないとの消費者か
らのクレームについて紬協同組合からの依頼があり，布函をプ
ラスチック板で擦り，静電気を人為的に発生させ回数別にその

電圧を測定し静電気の発生傾向を調べてみた。基礎データが少
ないので依頼品と当センター所有の泥染め製品とで比較を行っ

た，その結果，依頼品，比較品とも瞬間的な高電圧はあっても
減衰しており特に大きな差は見られなかった。
しかし，依頼品の場合，乾燥処理を行ってからの測定では摩

擦回数に応じて帯電の電圧が高かった。また表地と裏地の摺り
合わせでは，表地がプラスで裏地はマイナスに極端に帯電する
こともわかった。一方，比較品では瞬間的な高電圧はあっても
すぐに減衰しており，依頼品の方が帯電しやすいことが判明し
た。

このことから裏地の選定に注意が必要である旨を指摘し，乾 J
燥時における着用留意点などについても指導を行つた。¥.../

糸づくり・植物繊維の抽出法や用途別織物の商品企画書作成
についての技術研修指導した。

研究開発のブローチャート作成手法を指導し，繊維・織物開
発のプロジェクト・チームづくりの指導を行った。

研究開発の試作試験及ぴ物性評価の技術指導し，報告書作成
に伴う実験データ抽出及びその評価方法等について技術支援し
た。

薬草染織研究会で作成したタベストリーの原図をもとに，画

像処理装置による緋図案の作成(輪郭取り，緋詰め).緋図案
をジャカードの縦針に置き換えた画像データ作成(かすり編集). 
ジャカードを動作させるためのCGSデータへの変換方法等に
ついて指導を行った。

さらに作成したCGSデータで，ジャカード締め機による緋
締め方法の指導も行い，慨を最終製品としたタベストリー6)
点を作成した。

糸芭蕉の原木から芭蕉布の織糸ができたので帯を作りたく，
ポイント部分を花織の紋柄で模様を織り出したいとの相談を受
けた。
花織について織組織・紋柄のデザイン・機持え・製織につい
て指導を行った。

結果，芭蕉糸100%の花織の帯地を織り上げ帯を作ることが
できた。それから花織技術を利用して芭蕉布の帯に取り組んで
いる。
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<デザイン研究室>

依頼内容

OTVPSを利用した奄美地域公設機関
におけるデザイン協力について

天然にがりのパッケージデザインに
ついて

着姿シミュレーションによるデザイ
ンの開発について

処理結果

OTVPSの大型プリンターを利用して， 奄美パークや笠利町民
俗資料館などが，展示会等に利用するディスプレイや，告知パ
ネル等をデザインの提案等を含めて，制作を行った。

天然塩を製造する企業から，製造工程時に出来るにがりを販
売したいということで，にがりのパッケージデザインのデザイ
ンの提案を行った。
写真などを利用する従来の方法をとるのでなく，商品名をス
トレ トに打ち出すことによりすっきりしたデザインとなった。

着姿シミュレーションシステムは，製品の着姿を仮想する販
売上のプレゼンテーション技術が主な機能であるが，これ以外
に着姿からデザインを開発するツールとしての役割も考えられ
る。
研究室に着姿美を意識した斜め柄のデザインが持ち込まれシ
ミュレーションしたところ，柄の流れと緋と地のバランスが悪
かったので，形の流れの修正だけでなく地から緋へのグラデー
シヨン効果を高めるため，地空き部分を多くしたデザインのア
レンジで，着姿美を追究したデザインを開発することができた。

薬草販売のためのパッケージデザイ | 異業種交流のメンバーから薬草(ウコン)販売のための企画
ン |およぴパッケージデザインの技術相談があったので，現在のピ

ンに詰めした販売方法だけでなくもっと気軽に安価で提供でき
るよう企画した。

く染色化学研究室>

依頼内容

綿布の植物染料i農色染について

デザインは奄美の原生林の写真をパネル化し l個百円単位の
ウコンのパッケージを貼り付ける方式で，キャッチコピーも「打
倒!! 活性酸素jとしウコンの持つ薬理効果を全面に詠った。

処理結果

綿綿布布を植物物染料料で濃色染め出来ないかと相談を受けた。
の植 染 での浸染は絹などとくらべると染料i炎の染着が

悪く 同じ濃銅各度種の染液で染めると絹の 1/5程度をの 色しか染
まらない。 助剤スを用いて前処理や試験染め 行進)い染，媒染剤
濃(アルミ ス，木綿鉄布，チタン クロム泥浸して，
指染効導果を得たので， の植物染料での染着促 方法についu 
で した。

芭蕉糸の植物染料染色の色落ち防止 芭蕉糸の植物染料染色は染着が弱く用，色が流れ落ちやすくな
法について るのでスペシャルフィックスMBを使 して芭蕉染色糸を傷め

ず色落ち防止することができた。

泥各種染合繊・紙糸・合皮・木工細工の 各々素材に合った前処理により泥染めを可能とした。

審色藍法染めにより毛羽及びムラ防止染 糸毛の前処理技術を確立し消，染め回数の低減と完全浸漬法によ
り 羽発生とムラ染めを解 した。

デニムの草木染め 泥染め及び草木染めの高効率染着技術を確立して，染色工程
を低減化した。

藍下泥背Ij染めにおけるインジゴ染色の 前処理技術により高濃度染色法を確立し，工程の低減化を逮
工程滅 成した。

植物染料の摺り込み染色 適正糊の選定により摺り込み技術を確立した。
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3. 3 研究会，講習会等の開催
3. 3. 1 研究会
(1) '95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブ」
会 長:積良一 担当室:染色化学研究室 担当職員:操利一

開催日 実施場所 内 容

H13. 4.25 当センター
理事会年イ〈一度ク回のラ) :季 五議難問供与ついて

H13. 5.25 当センター 総会

:平成子年度事業計夏 委任状 4名

-その他

H13. 6.21 当センター
理事2銀河日入鑓の事室長ついて

ンへの 理 について

H13. 7.25 当センター
定例講会そ「・他講京演会での独り言」

東の師 佐々木輝美 (名瀬市役所市民福祉部長)

H13.7.2 査美空港 l)t刊附 可iiifaiント-26 会島 してPナR等ー
コー

の

H13.9.20 与論町中央公民時臨論町)

官 謀関税}つて

ン協全ンレ宇土)万三明鶴居高隼器官

Hl3. 10.25 せtうち物産(調量戸 定例
内剛

講師 権権fイセセザンンータタ}

H13.12.19 当センター
定例.講会そ「元・気他講演を出会す奄美」

の師 川島健勇 鹿児島県大島支庁長

H14. 3.20 当センター 総会

-平成13年度活決役動算員部報蓮告血暴 委任状 7名

-・平そ成の他14年度

22 -

参加者数

7 

12 

6 

9 

にJ
8 

23 

25 

J 
12 

9 

L_  



( 2 )色明彩研究会
会 長:窪鳥弘二 担当室:染色化学研究室 担当職員:山下宜良，平俊博

開催日 実施場所 内 n廿~ 参加者数

H13. 4.12 当センター 摺り込み見本作成打ち合わせ 8 

H13.10. 8 当センター 摺り込み見本作成打ち合わせ 12 

H13.12.21 当センター 摺り込み見本作成打ち合わせ 16 

H14. 3.15 当センター 野蚕糸による地域活性化方策について 7 

( 3 )緋締め加工研究会
会長:重田忍 担当室:機織研究室 担当職員:福山秀久

開催日 実施場所 内 廿~ 参加者数

H13. 6.25 鹿織物組合 織り上がり試作品について検討 5 

H13. 7.31 セント会議室 織り上がり試作品について検討 5 

'-._/ H13. . 9. 4 重田織物 仕立て上がり試作品について検討 4 

H14. 3. 1 久野織物 仕立て上がり試作品について検討 5 

( 4 )泥染め研究会
会 長:野崎貞昭 担当室:染色化学研究室 担当職員:操利一

開催日 実施場所 内 n甘~ 参加者数

Hl3. 5.23 当センター シャ品ンパイ廃液(二番汁)での慨染色について 7 
-その

H13. 7.27 当センター -シヤ他リンパイ廃液(二番汁)での地糸染色(1)について 6 
-その

Hl3. 9.12 当センター シぬンパ込星空易産11での地糸議員(II )について 7 
-肥染で ついての ・その他

H13.12.27 「むっちゃんJ -シャ他リンパイ廃液(二番汁)での地糸染色(ill)について 9 
-その

Q 
( 5 )クリエイティブ奄美・鹿児島研究会
奄美会長:安田謙志 鹿児島会長:碇元克彦 担当室:機織研究室 担当職員:今村順光

開催日 実施場所 内 d廿=・ 参加者数

日3.5.Zj-5. 21 当センター 「糸づくりから織物の用途開発」の研修について

H13. 6. 1 .. 「クリエイテイブ奄美」の和・洋の商品開発について 8 

H13. 6.27 側ソワドイモーレ ii羊装織物の経営革新」に係わる承認申請について 4 

H13. 6.28 
議議奇骨組合

「クリエイテイプ鹿児島」研究会の取り組みについて 5 

H13. 6.29 富山織物 合「平わ成せ1に3年つ度い大て島紬活性化推進事業」の技術支援・協力の打ち 3 

H13. 6.12 当センター 「岐阜県て異業種グループ」とクリエイテイブ奄美の意見交換会 17 
につい

日13.8. 3 当センター 「クリエイァイブ奄美・鹿児島j研究会の合同例会について 5 
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開催日 実施場所 内 容 参加者数

日13.9.17 当センター 合「平わ成せ13年度大島紬活性化推進事業」の技術支援・協力の打ち 7 
について

H13.10.25 東急イン 「平成13年度大島紬活性化推進事業jの推進会議及び技術支援 16 
について

H13.10.26 
車場奇骨組合

「クリエイテイブ鹿児島」の商品開発について 5 

H13.11. 22 当センター 「平成13年度大島紬活性化推進事業」の研究計画の打ち合わせ 6 
について

Hl3. 2. 6 久野織物(鮒 「平成13年度大島紬活性化推進事業」の試作開発の進捗状況について 6 

Hl3. 2. 8 花ギャラリー 指「導クリエイテイプ鹿児島jの整経・地経巻き・草木染めの実技 11 
について

( 6 )大島紬CAD研究会
会 長 :00 忠造 担当室:デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日 実施場所 内 d廿t・ 参加者数 υ 
H13. 7. 9 困デザ事イ務ン所

大51BS135317融問1cA Dの技術研究)
7 

H13.11. 7 隈元ン事デ務ザ所イ
講実イ害紬タ事ー草ネ月霊治語法会にり(男(j、実昔話露警官らコンセプト， 8 

ン ット用 ついて

3. 3. 2 講習会

開催日 実施場所 内 n廿~ 参加者数

H13. 5.14 セン会ター
タフコンデータの講事ピ与ッ師ト(りマ-:A懇ップPハ話換察勢の概量正要産業説手明EとF実技宅L」tf 8 

議室

1113. 6.11 知名町 「草木染め」 染色化学研究室 松操水 利一 5 
-13 一彦

H13. 7.5 鹿児島市 「木竹炭の製造と裂官 f~*J，f器包室 松永一彦 110 
」ノ

H13. 5.14 
名サ瀬ン市ホプラ:ザ

「震予シミユレーシヨンシステムを利用した大島紬の図案作 20 

テル デザイン研究室長 上原守峰

H13. 8.16 塁悪事~~所 平|成大1島3年紬度看鹿姿児シ島ミ県ュ自レ治ー体シ情ョ報ン研処シ究理スシステつム研い上究て原J 会総会 15 

デザイン テ室ム長に 守峰

H13. 9.21 

i13龍
「係大島わ紬る製講造習技)術全般J (子成12年度伝統工芸士認定事業に 4 

輔単語 ii美義
H13. 10.3 

差成1所1E 室 「大島紬製造技術機飴染特色織に化長製研織学技研究術究と室検室査長長上の問ピ西冨題蒋山点に勝晃決つ海次造いて」
7 
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v 

開催日 実施場所 内 n廿h 

H13.10.25 
額瀬戸内思町議 「大島紬染色全般染につい化てj苧色 研究室長 西 決造

H13.10.25 
瀬せ戸と物内う町産ち館: 「特許取得とそれ知に色関的化す所イ学る有研問権題究クセ点j

ンター 積操山図 利式良典
ユ染 室主ラ任研究ブ員 ー一

日13.11.25

震ii籍 「本場大島一紬大の島生紬館川技立術ち指長と導今セ後ンの展タ望」の一役割ー
仁科勝海

H13.12.12 
耕鹿児輔島市器: 

「最近の大島紬の館実情とセンターの研究概要につ仁い科て」
長 勝海

H14. 3. 6 

iiBE議 「大島紬製造技術棒季1 特手織に?製研織?技器究術完と室検室査長長上の問富空題原山点に季晃つ次語いてj
H14. 3.15 セン4!タミh - 「野蚕(巨大繭 黄護金繭等士)家に主よ宣る言地域語活量性殺化方策について」議室

研長島E室 孝行

3. 4 技術情報提供業務
3. 4. 1 刊行物

刊 行 物 名 内 容 発

参加者数

5 

23 

27 

13 

6 

32 

引j

平成12年度研究成果発表会予稿集 平成12年度研究成果発表会の概要 年1固くA'4版>

主堅手7度霊場轄喜鳥紙技術指 報ii接語警護豪華響指導等の業務実績 年I固くA4版>
紬技術情報 No.71 - 72 例当及セびン行タ事ー予の研定究な成ど果の紹や技介術指導・相談事 年2回<A4版>

LJ3.4.2 技術情報検索
(1) JOIS 
J 0 1 Sは，日本科学技術情報センター(JICST)が作成する科学技術全分野の総合文献データ
ベースである。 J0 1 Sを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。
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3. 5 人材育成
3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期日 講習会の名称、 指導技術

松永一彦 H13. 7. 5 木材学会九州支部 木竹炭の製造と利用

上原守峰 H13. 7.12 十日会7月例会 大島管成請書シミユ長一シ
案ヨ作ン した大紬図

上原守峰 H13. 8.16 
霊童段持続隷雲体情報

大島紬着姿シミュレーシ
ョンついて

恵福富西川山山美晃決秀智次造久子

H13. 9.21 暗殺事告雲工芸士認定事業 大す島る紬こ製と造技術全般に関

仁科勝海 H13.11.25 奄美歴史研究会定例会 大島裂の展望と当センタ
ーの割

仁科勝海 H13.12.12 かごしま染色加工研究会定例会 大案作島紬成製造技術全般に関

上原守峰 Hl4. 2.28 1 T研修会

3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期日 審査会等の名称

仁商徳山科永田勝嘉務淳指美海人

H13. 7. 5 原第1図3回コン「本テ場ス奄ト美」大島紬

仁科勝海 H13. 9.19 紬グランプリ

西上冨原山守晃決次造峰
Hl3.11.21 第5岡地球印競技会

仁科勝海 Hl3.12. 5 第4回紬トアイデア作品コ
ンテス

福西山決秀造久
H14. 2.14 第3岡龍郷町民フェアー

3. 5. 3 研修生の受入
( 1 )伝習生の養成状況

大島紬着姿シミュレーシ
ョン ついて

内 n甘，・ 地区名

出品原図の審査 名瀬市

年作本場度品奄ナを美決ン大バめ島ーる紬ワのン
名瀬市

染出品大締程加別島紬工の織査図案り， 
名瀬市

のごE の等

小品物3部.i:門羊装の審・新査製 名瀬市

出品大島紬の審査 龍郷町

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を重量成する。

氏 名 期 間 養成科目

iiii佳
Hl3. 4. 9 -H14.3.13 

!iiLi5 
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地区名 人数

害児島 110 

名瀬市 24 

名瀬市 15 
， 

名瀬市 4 

名瀬市 27 

名瀬市 13 ¥ミ
名瀬市 40 

依頼先

協本場同奄組美合大島紬

露首磐大島紬

語韓日;)
名員わ瀬会い市づ紬くのり街実行に

'0 
委

龍郷町商工会

担当室

?響詩書室



v 

科 目リ

デザイン科

締加工科

染色化学科

t旨 導 事 項

総合理論講義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，
図案の締め加工の関係，図案と原図の関係

齢静静締戸支必需，り議恥門賞品請通締加工，交替締加工，仕上加工，

総合理詮講義 合成染料による染色(地糸.緋摺込 堅ろう度) シャリンパイ染
色(地JR，辞j:植物粂料染色，植物藍渠色，抜渠l~羅， i島藍緋j;民間実習

( 2 )その他研究生

氏 名 期 間 研 修 内 向廿』 担当部室

前久洋一郎 H13.4. 1-H14. 3. 29 -染色加工全般 染色化学研究室

武島喜応 Hl3. 5. 23-Hl3. 5. 24 -織物用素材糸作り技術研修 機織研究室

積 千尋 H13.7. 2-Hl3.7. 6 -画像処理装置を用いた図案作成 機織研究室

村上かをる H13.10.1-H13.11. 2 -本場大島紬製織技術研修 機織研究室

水間亮作 Hl3.10. 1-H14. 3. 31 露場大島紬製造技術に関する全般的工程研

事;~号最重
宇都幸親 H13.11.1-H13. 12.7 -本場大島紬製織技術研修 機織研究室

竹川るり子 H13. 4.10-H14. 3. 29 -発画研像処修理技術応用による大島紬デザイン開 デザイン研究室

積 千尋 H14.1. 7-H14.1.17 -ジャカード締め機利用技術研修 機織研究室

古山惣ー H14.1. 9-H14.1.17 -動力織機 (KN織機)による製織技術習得 機織研究室

岸田恵光 H14. 2.18-H14. 3. 29 -花織りの製織 機織研究室

o 3.5.4平成13年度鹿児島インターンシツプの受入
氏名 所 属 期 問 内 釘廿且で・

垂夏崎門 麻努美 鹿鹿鹿児児児島島島大大女子学学短期大学
H13. 8. 6-8.10 (5日間)

大特に島関に紬機す織製る造実・技習デ術ザ全イ般ンの・研染修色

3. 5. 5平成13年度就業体験学習(インターンシップ)の受入

氏 名 所 属 期 間 内 h廿~ 

保平前田中田山健智和三仁朗誠晃

大島工業高校 H14. 2. 5-2. 7 (3日間)
喜る就望型業撃体験手事実常習駐留学
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4 そのイ也
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

技術革新の急速な進展に対応し，中小企業の技術向上方策に役立てるため，当センターの研究開発の

推進を図り，産業界及び学界の密接な連携のもとに，鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会

議を設けている。委員並びに会議開催は以下のとおりである。

(任期:Hl3.4-H14. 3) 

氏 名 所 属 役職 備 考

岸田幸吉 (株)東京手織機 代表取締役 織物

塩崎英樹 (財)大日本蚕糸会蚕糸科学研究所 嘱託研究員 絹糸の化学加工(工学博士)

中村ミチエ 本場奄美大島紬協同組合 女性部会長 理事

佐伯博光 (有)三木染料庖 代表取締役 かごしま染色研究会長

重田 忍 重田織物 代 表 緋締加工研究会長・伝統工芸士

竪山清二 本場奄美大島紬協同組合 理事長

窪田 茂 本場大島紬織物協同組合 理事長

重田茂之 名瀬市産業振興部紬観光課 諜 長 欠席代理:山田

外山道部 大島支庁商工水産課 課 長 欠席代理:奥田

福満義博 鹿児島県商工観光労働部工業振興課 謀 長 欠席代理:井多原

推進会議

開催日時:H13. 7.12 (木)

開催場所:大島紬技術指導センター

会議内容:(1)大島紬技術指導センター事業概要

(2)平成12年度の研究事業経過及び平成13年度研究事業概要

(3)大島紬業界の現状について

(4)大島紬技術指導センター及び業界への提言など

(5)その他
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4. 2研究交流推進事業

先端技術などの積極的な取り組みや研究開発能力の強化を図るため，高度な知識技能を有する研究者

を招へいし，または先進研究所へ研究員を派遣して，研究機能の充実を図ることを目的とする。

4. 2. ， 招へい研究
研究者氏名 招へい研究者の所属 研究テーマ 期間 担当課室

古市智久 錦江織物機械製作所 大島紬用手織り機の改良研究 11. 26-11. 27 機織研究室

古市智久 錦江織物機械製作所 大島紬用手織り機の改良研究 1.17-1.18 機織研究室

長島孝行 東京農業大学 野蚕が持つ特性を利用した池 1.14-1.16 染色化学研究室
域活性化と商品開発

4. 2. 2 派遣研究

¥._I 職員名 派遣研修先 研究テ てず 期間 担当課室

Q 

徳永嘉美|カイアテクノロジーズ(紛他 |画像処理技術研修 11.13-11.26 Iデザイン研究室

4. 3 職員派遣研修

平田清和|中小企業総合事業団 中小企業大|中小企業技術指導員研修課程1ヶ月 IHl4.2.6-3.6 
学校東京校 (東京都東大和市) Iコースー情報技術

4. 4 委員の委嘱

委員名(委嘱内容) 依頼機関 職員名

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審 鹿児島県商工政策課 仁科勝海

査委員会及び事業費補助金審査会

大島紬活性化推進委員会 (財)かごしま産業支援センター 仁科勝海

(財)奄美群島地域産業振興基金協会評議会評議員 (財)奄美産業地域産業振興基金協会 仁科勝海

本場大島紬伝統工芸士認定産地委員会委員・伝統 (財)伝統工芸品産業振興協会 仁科勝海

工芸土認定のための試験問題作成及び実技試験 伝統工芸土認定本場大島紬産地委 冨山晃次

員会 西 決造

定、川美智子

福山秀久

撚糸工場建て替え等ワーキングチーム 本場奄美大島紬協同組合 平田清和

山下宜良

(財)奄美群島地域産業振興基金協会商品開発委員 (財)奄美産業地域産業振興基金協会 仁科勝海

会委員
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4. 5 各種会議・研究会・講習会等への参加

<総務課>

ぷZ〉三ミ、 議 等 の 名 称、

閉会中県議会文教商工労働委員会

平成12年度研究成果発表会

平成13年度部課長研修会
平成13年度商工観光労働部部課長級研修及び商工観光労働

部施策説明会

平成13年度新任部課長級研修会

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審査委員会及

び同事業費補助金審査会

平成13年度 「研修推進実践研修J

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会総会
全国繊維工業技術協会総会

「人権教育のための国連10年」推進研修会

平成13年度会計事務職員(新任者)研修

平成13年度第73回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議

平成13年度会計事務職員(中級)研修

平成13年度大島紬活性化推進委員会

平成13年度出納員研修

紬フォーラム「産地インフラの再構築Jパネラー

12001紬グランプリ」審査会

第l囲(11)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ
「奄美の産業振興についてー奄美の素材をどう生かすか-J

第4回「紬アイデア作品コンテスト」審査会

平成13年度南海文化賞贈呈式

九州地域産学官連携サミット

産学官で創るベンチャーランド九州一

第3図シルクシンポジューム.01 
第49回日本シルク学会総会

30 

期 日 会場 出席者

4.16-4.18 県庁 仁科

4.25-4.26 鹿児島 仁科

4.27-4.28 県庁 仁科

5.17-5.18 鹿児島 仁科

5.27-5.28 県庁 仁科

5.22-5.23 鹿児島 田中 u 

5.30-6. 2 和歌山 仁科

6. 8-6. 9 鹿児島 田中

6.25-6.27 鹿児島 井之上

7.11-7.14 沖縄 出回

8. 8-8. 9 鹿児島 井之上

8.23-8.25 鹿児島 仁科

9.11 鹿児烏 田中

9.19 名瀬 仁科 J 

9.19 名瀬 仁科

11. 30 名瀬 仁科

田中

12. 5 名瀬 仁科

11. 21 名瀬 仁科

10.20-10.21 福岡 仁科

12. 5-12. 6 東京 仁科



会 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

鹿児島・岐阜工業技術交流 1.28-1.31 岐阜 仁科

第2回(11)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 2.13 名瀬 仁科

「鹿児島県工業倶楽部の現状と地域企業の活性化について」

「利は我にありーローカルブランド戦略-J

かごしま産学官連携サミット 2.18-2.19 県庁 仁科

1 T研修会 2.27-2.28 名瀬 仁科

県議会常任委員会 3.15-3.18 県庁 仁科

<機織研究室>

4< ミ 議 等 の 名 称、 期 日 会場 出席者
'--' 

平成13年度新規採用職員研修(前期) 4. 9-4.13 鹿児島 前田

平成12年度研究成果発表会 4.25-4.26 鹿児島 今村・福山

平成13年度第1回試験研究機関技術開発協議会企画部会 5.16 県庁 富山

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会総会 5.30-6. 2 和歌山 富山
全国繊維工業技術協会総会

平成13年度インターンシップ実施に係る企業ガイダンス 7. 4 県庁 冨山

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会中国・四 7. 5-7. 6 鹿児島 冨山
国・九州地方部会総会及び全国繊維工業技術協

会中国・四国・九州支部総会

Q 
平成13年度新規採用職員(商工観光労働部)研修 7.31 鹿児島 前回

1 T革命の現状と今後の取り組みについて 8. 8 名瀬 平田

紬フォーラム「産地インフラの再構築」 9.19 名瀬 今村・車、川

福山・前田

紬フォーラム f21世紀・大島紬は生き残れるか」 9.19 名瀬 今村・恵川

福山・前回

平成13年度新規採用職員研修(後期) 9.30-10. 6 鹿児島 前田

平成13年度全国中小企業活性化支援会議 10.18-10.19 鹿児島 今村

第39回全国繊維技術交流プラザ 10.20-10.21 兵庫 福山

平成13年度大島紬活性化推進事業推進会議 10.25-10.26 鹿児島 冨山・今村
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AZミ、 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

県試験研究機関研究成果展 11. 1-11. 2 鹿児島 冨山

第5団地球印競技会審査会 11. 21 名瀬 冨山

第 I回(社)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 11. 30 名瀬 富山・平田

「奄美の産業振興につ川て 奄美の素材をどう生かすか-J 前回

第3回シルクシンポジューム，01 12. 5--12. 6 東京 前田

第49回日本シルク学会総会

かごしまの夕べ 1. 23-1. 25 東京 福山

鹿児島・岐阜工業技術交流 1. 28-1. 31 岐阜 今村

平成13年度九州 沖縄産業技術連携推進会議 1. 29-1. 30 福岡 冨山

ハイブリッド絹展 2. 5 東京 恵川 .T富山 u 
第3回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査会 2.14 龍郷町 福山

<デザイン研究室>

q;; i議 等 の 名 称、 期 日 会場 出席者

平成12年度研究成果発表会 4.25-4.26 鹿児島 上原

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会中国・四 7. 5-7. 6 鹿児島 上原
国・九州地方部会総会及び全国繊維工業技術協

会中国・四国・九州支部総会

平成13年度第12回九州地方公設試験研究機関デザイン担当 7.12-7.13 鹿児島 山田
者会議

¥斗
平成13年度新任係長研修 7.16-7.18 鹿児島 上原

1 T革命の現状と今後の取り組みについて 8. 8 名瀬 徳永

平成13年度鹿児島県自治体情報処理システム研究会総会 8.16 名i頼 上原

紬フォーラム「産地インフラの再構築j 9.19 名瀬 上原・徳永

紬フォーラム 121世紀・大島紬は生き残れるか」 9.19 名瀬 上原・徳永

平成13年度伝産講座「学術館」 9.27 東京 山田

平成13年度産業技術連携推進会議繊維部会デザイン分 10.19-10.21 兵庫 上原

科会第39回全国繊維技術交流プラザ

、、
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左Z為" 議 等 。〉 名 称 期 日 会場 出席者

平成13年度県試験研究機関技術開発協議会企画部会 10.25 鹿児島 上原

県試験研究機関研究成果展 10.30-11. 2 鹿児島 上原・山田

第5回地球印競技会審査会 11. 21 名瀬 上原

第1回 (jjl鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 11. 30 名瀬 上原

「奄美の産業振興についてー奄美の素材をどう生かすかー」

かごしまのタベ 1. 23-1. 25 東京 上原

第2回(社)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 2.13 名瀬 徳永・山田

「鹿児島県工業倶楽部の現状と地域企業の活性化について」

「利は我にありーローカルブランド戦略 」

〆 楽天市場ECノウハウ講演会 2. 13 名瀬 上原
¥ーノ

かごしまデザインフェアー2001 3.19-3.25 鹿児島 山田

I T研修会 2.27-2.28 名瀬 上原

<染色化学研究室>

会 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

平成12年度研究成果発表会 4.25-4.26 鹿児島 西・山下

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会中国・四 7. 5-7. 6 鹿児島 山下
国・九州地方部会総会及び全国繊維工業技術協

会中国・四国・九州支部総会

平成13年度新任係長研修 7.21-7.26 鹿児島 西

o 
平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会繊維試験 7.16-7.19 徳島 松永

法分科会

紬フォーラム「産地インフラの再構築J 9.19 名瀬 西

紬フォーラム f21世紀・大島紬は生き残れるかJ 9.19 名瀬 西

平成13年度産業技術連携推進会議繊維連合部会染色加工 10.11-10.12 栃木 西-平

分科会

県試験研究機関研究成果展 10.30-11. 1 鹿児島 西

第5団地球印競技会審査会 11. 21 名瀬 西
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f< 議 等 の 名 称、 期 日 会場 出席者

第 1回(社)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 11. 30 名瀬 商・山下

「奄美の産業振興について 奄美の素材をどう生かすかー」

ハイブリッド絹展 2.5 東京 西

第2回(1l)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 2.13 名瀬 西・操

「鹿児島県工業倶楽部の現状と地域企業の活性化についてJ 山下・平

「手Ijは我にあり ローカルブランド戦略-J

第3回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査会 2.14 龍郷町 西

1 T研修会 2.27-2.28 名瀬 西-山下・平

4. 6 視察・見学者

見学者数等
u 

月 主 な企業 団体名等

県内 県外 海外 計

4 日本女子大学大学院・松阪屋大阪庖・ THEAB]ERG 。8 l 9 
5 横浜松阪屋・朝日中・重田忍・武島織物・深尾みどり・山一織物 7 7 。14 
6 小宿中・栄真亜子・加藤位里・もり絹織物・(官)和輿・本間遊 11 12 。23 
7 紬学院・環境保護課・名瀬保健所・朝日中・側ハイストーン 73 20 。93 
8 勝島利美他・丸山サチ他・白川弘明・郭桂源・佐藤真子 43 5 l 49 

9 篠田絹世・日本電子データム側 側さが美・京都丸紅・徳島工技セント 9 24 。33 
1 0 側富士総合研究所・附メッツ研究所・県農産物加工研究指導センター 39 4 。43 \~ 
1 1 福岡工業大学・環境保護課・ BMネットワーク・山一織物・丸久織協 42 11 。53 
1 2 東海テレピ・朝日小・丸幸織物・政策科学研究所・野崎泥染工場 27 22 。49 
1 大島工業高校・本場大島紬技術専門学院・乃村工芸社・ミノルタ(楠 218 4 。222 
2 側祈儀・側~.r .東京学芸大・空港ピ"視察一行・(有)討の自由自在 42 18 。60 
3 鹿児島大学・鹿児島県県史編纂委員会・日本電子データム 24 9 5 38 

計 535 144 7 686 
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新製品開発のための織物の設計に関する研究(その1)
一高密度織物の原料絹糸目付選定に関する研究ー

恵川美智子，平田清和

現在の大島紬は，織物密度的には13算， 15.5算が大半であり，新製品開発には，大島紬の高級化及び多様化

が望まれる。新しい織物として高密度織物に着目し，従来の製品より高級感のある高密度の大島紬について糸

の選定やそれらに伴う織物設計方法の確立を目指すことにした。 15.5算以上の密度を高密度とし，大島紬の超

高級品と位置付けした。前年度は， 18算について原料糸目付の選定に関して実験式の算出を試み基本的な織布

情報を得た。"

今年度は，更に高密度の20算について原料糸目付の選定に関して実験式の算出を試みた。

1. はじめに

)現在の大島紬は， 13算， 15.5算が大半であり，新製

品開発には，織物密度についての検討も必要である。

多くの織物データの構築を行うことにより，大島紬の

高級化及び多様化に利用可能な織物設計方法の確立を

目指すことにした。その一環として従来製品より高級

感のある高密度織物について検証を行うことにした。

大島紬は先染めの緋織物であるので，級密な緋で模様

を構成する大島紬の織物設計において，筏密度と原料

絹糸の日付選定は重要である。経及び緯の糸密度を変

える場合，原料絹糸の日付選定は経験的に行われてい

るのが現状である。高密度織物の大島紬にするには，

織物設計において原料絹糸の目付選定の目安が必要と

なってくる。

前年度は，高密度織物の織物設計から18算について
¥.--1 
一l原料絹糸目付の選定に関して実験式の算出を試みた。

無地織物で糸・布物性試験を行い，糸日付・厚さ・重

量・糸密度(経糸・緯糸)・防シワ性(経方向・緯方向)

のデータを解析し織布の特性を見出した。

今年度は，更に高密度織物の織物設計から20算につ

いて原料絹糸目付の選定に関して実験式の算出を試み

るとともに，物性試験を行った。

2. 実験方法

製織は経糸と緯糸の目付を変化させて行った。また，

経糸には 3%溶液の仕上糊を使用した。

2. 1 原料絹糸

大島紬用練絹糸を使用した。本場大鳥紬製造ハンド

ブック引によると，合成染料染めの場合，緋糸と地糸

の糸目付は， 15.5算では10.5-11.0匁， 18算では7.5-

8.0匁となっている。

そこで前回，経糸日付を15.5算では10.5匁， 18算で

は7.5匁を中心にして大きい糸日付は10.5匁との中間の

9.0匁，小さい糸目付は7.5匁から等間隔にある6.0匁の

3種類を設定し，糸目付の間隔を1.5匁として実験を行

った。

今回， 20算では18算より更に高密度になるので，経

糸目付を18算の7.5-8.0匁を目安にして，大きい方の

糸目付を8.0匁とし，糸目付の間隔は小さくして1.0匁

とした。中心の糸目付を7.0匁小さい糸目付を6.0匁の

3種類を設定した。緯糸については前回と同様に産地

で使用されている糸目付を総て採り上げた。

原料絹糸目付(匁/認) 1総の長さ;2， 500m 

経糸 6.0， 7.0， 8.0 

緯糸 6.0， 6.5， 7.0， 7.5， 8.0， 8.2， 8.5， 

8.8， 9.0， 9.2， 9.5， 9.8， 10.0， 

10.5， 11. 0， 12.0 

2. 2 製織条件

筏密度(羽数/筏幅)20算 (800羽/40.0叩)

引き込み本数 2本/羽

仕上糊 ふのり 3 wt% 

亜美弗l ライトンリコン M807S 2 wt百

織布 白無地

製織 高機による手織り
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2. 3 測定

原料絹糸

繊度(単位 d ，テーニル)

織布

試験機器:繊度測定機 DC-ll (サ寸社)

測定方法:オート，，'イ7・ロ法

測定条件:測定回数;30回 試料長;50醐

荷重ウエイト;7.0g 

織り上げ値の測定

厚さ(単位剛)

試験機器:厚さ祖~定機 (t・4 ッテ製)

測定条件:測定回数;10回

経糸及び緯糸密度(単位 本/インチ)

試験機器・ル/メ-~ (KOC-D型)

測定条件.測定回数 ;10回

単位重量(単位 g) 

試験機器:電子天秤 (メトト PM1200)

測定条件:測定回数， 2回

試料布;200X200阻

物性試験

しわ回復性(経方向，緯方向)

]IS L 1059-1・1998(a法:モンサント法準拠)

試験機器・ S1K型防シワ度調~定機(昭和重機社製)

測定条件.試験回数;10回試料布;15x40凹

荷重ウエイト;5N 

なお，測定は温度20土 2"C，相対湿度65土 2%で，

条件は11SL 0105 (1994)にもとづいて行った。

試験布の調整

高機を用いて製織した試験布を常温状態で約2週

間静置して落ち着かせ，アイロンをかけて試験片に

切断した。この試験片は温度20:t2 "C，相対湿度65

:t2%の状態で3日開放置して測定に供した。

3. 実験結呆

3. 1 原料絹糸

使用原料絹糸の糸目付の結果について，表1図1，2

に示す。糸目付の表示については，大島紬産地では匁

/紹が一般的であるのでグラフ作成に関しては匁/総

で行った。原料絹糸目付は繊度ヂニールから g及び匁に換

算を行った。経糸は3種類を使用したが表示日付6.0匁

は前回のロットから使用し，新たに7.0匁と8.0匁を加

えた。経糸日付の結果は，前回に使用した糸目付の7.

5匁， 9.0匁， 10.5匁も加えてグラフにした。 20算の経

糸は総て表示日付に対し実測目付は小さく， 8.0匁は実

測日付が7.14匁で，前回の7.5匁の実現IJ日付7.37匁より

小さかった。経糸3種類の糸目付の間隔は1.0匁で，糸

目付の大と小の差は2.0匁であるが，実測目付でその差

は小さく1.43匁であった。緯糸は総て前回と同じロッ

トを使用した。結果は前回と同じである。

表 l 使用原料絹糸(経糸)

表示日付 実測目付 差
-・・・・・・--ー司ー"・・---ーーーー，帽・---・・・ーーーーー"--------ー
(匁/認) (g!紹) (匁/総) (g!総) (匁/認)

6.00 22.50 5.71 21. 41 -0.29 

7.00 26.25 6.64 24.89 0.36 

8.00 30.00 7.14 26.77 -0.86 

13 

12 

ノ

/ -表示目付

/・ -費調目付

/. 
7 

/・• • 
5 
s • 7 8 9 ，。 11 12 13 

経糸目付(却/館)

図l 経糸目付

13 

12 

/. 
11 

品鴫 川
J・
メ: ー竃示日付

主皿 ' / -寓測目付

場・拒i8 /・
7 

/ • • 
5 
5 旬 7 自 s 10 11 、2 13 

帽糸目付(坦/飽]

図2 緯糸目付

3. 2 織り上げ値・物性試験

今回作成した試料についても，厚さ，経糸及び緯糸

密度，単位重量を織り上げ値として測定した。経糸及
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ぴ緯糸密度はインチからcmに換算を行った。単位重量

は20cm角から換算を行った。グラフ表示で3種類の経

糸は実視Ij値を用いて20算A:経糸5.71匁， 20算B:経糸

6.64匁， 20算C・経糸7.14匁とした。(表示日付 A: 

経糸6.0匁， B経糸7.0匁， C経糸8.0匁)

厚さの結果について図3に示す。緯糸目付が増加す

るにつれて厚さは増加する。経糸目付を変化させた場

合も緯糸目付と厚さの関係は同様にあった。図3の場

合，この関係式は(l-a，b， c)のようになる。

(但し y ; I享さ， x ，緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 y =0.0933+0.00797 x ・・(l-a)

B:経糸 6.64匁 y =0.0962+0.00847 x ・・(l-b)

C:経糸 7.14匁 y=0.1170+0.00696 x .. (l-c) 

( この関係式から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を

」ノ変えたときの織布の厚さを推測することが可能になる。

経糸目付が増加すると緯糸目付が一定でも厚さは増加

する。経糸目付や緯糸目付が小さいと厚さも小さくな

る。厚さは糸目付に比例して変化する。厚さ変化は20

算も前回の15.5算や18算と同様の傾向であった。

0.24 

0.22 

0.2 

iOM| dd￠~ 
.20算 A
.20算 B
.. 20算 C

0.18 

0.14 

ら\~)I 
0.12 
5 e 7 8 9 10 11 12 13 

碑来日付{匁/線}

図3 厚さ変化

糸密度の結果について，まず経糸密度の結果を図4

に示す。経糸密度は緯糸目付が増加すると僅かに減少

する。経糸目付を変化させた場合も緯糸目付と経糸密

度の関係は同様にあった。図4の場合，この関係式は

(2-a，b，c)のようになる。

(但し y ，経糸密度， X ，緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 y =42.5-0.1520 x・・・・(2-a)

B:経糸 6.64匁 y =42.1-0.1020 x .... (2-b) 

C:経糸 7.14匁 y =41. 8-0. 0716 X .... (2-c) 

この関係式から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を

変えたときの織布の経糸密度を推測することが可能に

なる。経糸密度は筏密度が一定だと，経糸目付が増加

しでも今回の経糸目付ではその差はあまり見られない。

20算は前回の15.5算や18算と比較すると筏密度による

経糸密度の差が現れている。経糸密度変化は20算も前

回の15.5算や18算と同様の傾向であった。

45 

• 
40 

.20算 A

.20算 B

30 
企 20算 C

25 

20 
5 e 7 • g ，。 11 12 13 

韓糸目付{匁/綿}

図4 経糸密度変化

織物設計筏密度に対しての織り上がり布の経糸密度

の増加率について図5に示す。経糸密度増加率は緯糸

目付が増加するにつれて減少する。経糸目付を変化さ

せた場合も緯糸目付と経糸密度増加率との関係は向様

にあった。図 5の場合，この関係式は(3-a，b，c)のよう

なる。

(但l~ y ;経糸密度増加率， X ，緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 y =6.39-0.385 X .... (3-a) 

B:経糸 6.64匁 y =5.16-0.258 X .... (3-b) 

C:経糸 7.14匁 y =4.54-0.182 X ・・・・(3-C)

この関係式から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を

変えたときの織布の経糸密度の増加率の変化を推測す

ることが可能になる。経糸密度の増加率は経糸目付が

増加すると変化は緩やかになる。また，経糸密度の増

加率は筏密度が高くなるにつれ変化は緩やかになり，

20算は前回の15.5算や18算に比べ，緯糸目付が増加す

るにつれての経糸密度の増加率の変化は小さい。
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6 7 8 9 10 11 12 13 

輯糸目付(鬼/綿}

図5 経糸密度の増加率の変化

.20算 A
φ20算 B
A目算 C

緯糸密度の結果について図 6に示す。緯糸密度は緯

糸目付が増加するにつれて減少する。経糸目付を変化

させた場合も緯糸目付と緯糸密度との関係は同様にあ

った。図6の場合，この関係式は(4-a，b， c)のようにな

る。

(但し y ，緯糸密度， x ，緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 y =49.0-1.55x ..・・ (4-a)

B:経糸 6.64匁 y =50.5-1. 75x ・・・・(4-b)

C:経糸 7.14匁 y=49.7-1.69x ・・・・(4-c)

この関係から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を変

えたときの織布の緯糸密度を推測することが可能にな

る。経糸目付が増加しても，今回の経糸目付では，緯

糸目付の増加にともなう緯糸密度の変化の差は小さい。

45 

40 

E 

主35

530 
輯

25 

20 
5 6 1 8 9 10 11 12 13 

韓糸目付(揮/紹}

図6 緯糸密度変化

.20尊 A・20算 B
企 20尊 c

糸密度変化について図 7-1，2， 3に示す。経糸密

度に対し緯糸密度の変化は大きい。今回の20算の経糸

目付と緯糸日付の組み合わせでは，経糸密度より緯糸

密度は小さし何れの場合も経糸密度と緯糸密度は交

差しない。経糸密度と緯糸密度が同数になる糸目付の

組み合せがなかった。糸密度が同数になるのは，20算A

の経糸5.71匁の場合，緯糸目付が4.65匁の時で，経糸密

度は(2-a)の式から緯糸密度は(4-a)の式から41.79本/

cmとなる。 20算Bの経糸6.64匁の場合，緯糸目付が5.

10匁の時で，経糸密度は(2-b)の式から緯糸密度は(4

b)の式から41.58本Icmとなる。 20算Cの経糸7.14匁の

場合，緯糸目付が4.88匁の時で，経糸密度は(2-c)の式

から緯糸密度は(4-c)の式から41.45本Icmとなる。

また，経糸と緯糸の糸目付を同一にすると，20算Aの

経糸5.71匁の場合，経糸密度は(2-a)の式から41.63本

Icm，緯糸密度は(4-a)の式から40.15本Icmとなる。

45 

E 

40 ~、、、、
.l" ..... 、〈 -輯糸

-輯糸
30 、、

25 

20 
5 @ 7 g 9 10 11 12 13 

綿糸目付〈匁/紹}

図7-1 糸密度変化 20算A 経糸5.71匁
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輯糸目付(鬼/綿}

図7-2 糸密度変化 20算B 経糸6目64匁

20算Bの経糸6.64匁の場合，経糸密度は(2-b)の式から

41. 42本Icm，緯糸密度は(4-b)の式から38.88本Icmとな

る。 20算Cの経糸7.14匁の場合，経糸密度は(2-c)の式

から41.29本Icm，緯糸密度は(4-c)の式から37.63本Icm
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」

となる。何れの場合も経糸密度より緯糸密度は小さく

なる。経糸と緯糸が同一糸目付の組み合わせの場合，糸

日付が増加すると経糸密度と緯糸密度の差が大きくな

る。

45 

40 

...... ，民、.... 弘、-....
特¥E 35 下~-経糸

制醐機 30 
-蝿糸

町、、~、

25 

20 
s 自 7 8 g 10 11 12 13 

揖糸目付(鬼/偲}

図7-3 糸密度変化 20算C 経糸7.14匁

経糸密度と緯糸密度の合計密度について図8に示す。

糸の合計糸密度は緯糸目付が増大するにつれて減少す

る。経糸目付を変化させた場合も緯糸目付と糸の合計

糸密度との関係は同様の関係にあった。
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輔糸目柑{匁/飽)

図8 糸の合計密度変化

図8の場合，この関係式は(5-a.b.c)のようになる。

(但し Y .合計糸密度 x.緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 Y =91.5-1. 70x .・・・(5-a)

B:経糸 6.64匁 Y =92.6-1. 85 x .... (ιb) 

C:経糸 7.14匁 Y =91. 5ー1.76 x .... (5-c) 

この関係式から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を

変えたときの織布の合計密度を推測することが可能に

なる。経糸目付が増加しでも，今回の経糸目付では，

緯糸目付の増加にともなう糸の合計密度の変化の差は

あまり見られない。 20算は18算に比べ合計密度は大き

し筏密度による経糸密度の差が現れている。

単位重量の結果について図9に示す。緯糸目付が増

加するにつれて重量は増加する。経糸目付を変化させ

た場合も緯糸目付と緯糸密度との関係は同様の関係に

あった。図 9の場合，この関係式は(6-a.b. c)のように

なる。

(但L y;単位重量. x .緯糸目付)

20算

A:経糸 5.71匁 y=51.7+3.90x ....(6-a) 

B:経糸 6.64匁 y=63.7+3.43x ....(6-b) 

C:経糸 7.14匁 y =72.3+2.96 x ・・・・(6-c)

この関係式から経原料絹糸目付と緯原料絹糸目付を

変えたときの織布の重量を推測することが可能になる。

経糸目付が増加すると緯糸目付が一定でも重量は増加

する。経糸目付や緯糸目付が小さいと重量も小さくな

る。重量は糸目付に比例して変化する。 20算も前回の

15.5算や18算と同様の傾向であった。
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調同
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韓条目付{匁/飽)

図9 単位重量変化

.20算 A・20算 B

... 20草 G

物性試験は今回.]IS L 1059-1 繊維製品の防しわ

性試験法一第 l部:回復角度測定による水平おりたた

みじわの回復性の測定(モンサント法)のみである。

シワ回復率の結呆について，図10-1. 2. 3に示す。

防シワ性は.20算ではA:経糸5.71匁， B:経糸6.64匁，

C:経糸7.14匁ともシワ回復率は経方向が緯方向より良

い。シワ回復率は緯糸目付の増加に伴い何れの場合も

経方向と緯方向の差が小さくなる。
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図10-1 シワ回復率変化 20算A 経糸5.71匁
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図10-2 シワ回復率変化 20算B 経糸6.64匁
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図10-3 シワ回復率変化 20算C 経糸7.14匁

4. まとめ

本研究は地域産業集積中小企業等活性化補助事業の

一環として行った。

20算は18算より経糸密度と糸の合計密度が大きい。

このことから20算は18算より織布が綴密で，更に高級

感のある織物である。大島紬は綴密な緋で模様を表現

している緋織物で緋は織締め緋である。経糸と緯糸の

双方に緋があり経緯緋になっている。緋は織物設計で

位置と間隔が決められている。製織では経緯の緋は I

つ1つ緋合わせを行っている。このことから，経糸と

緯糸の糸密度と糸目付が緋合わせに大きく影響する。

今後，高密度無地織物で得た織物デ}タを基に，糸

目付と緋締め筏密度の組合せを検討し，餅織物でその

整合性の検証を行い，大島紬の綴密な緋織物に利用で

きる織物データの構築により，大島紬の更なる高級℃

を図りたい。
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u 

-40 -



新製品開発のための織物の設計に関する研究(その2) 
一大島紬未利用糸及び複合繊維の活用による多用途織物の研究開発ー

今村順光，操利一，山下宜良，前回みなみ，山下典男*1，高橋英jf!'*に久野隆夫判

植田正輝刷，武島信夫H

県内の大島紬製造業者等から多用途織物について寄せられてきた，繊維・織物に関する技術的な相談・指導

・支援協力に応えるため，業界のニーズ・要望等も取り入れた素材開発・用途別織物の研究開発に取り組んで

きた。これらで得られた基礎試験の結果を参考に業界への技術移転を図る目的で，素材別によるメンズ・レデ

ィース洋装品の試作開発を行った。

その方法としては，技術的な諸問題等を解決するため， 4研究会と研究機関・外部専門家等を交え話し合う

場を設けて，試作開発の為のアドバイス・提言等を受けた。

l はじめに

これまで，洋装化を目指すグループ・研究会等の抱 2. 2 素材別による和装用織物の用途開発

)える課題・支援協力に応えるため，外部専門家等を交

えて，色々な角度から製造方法の改善・方向性につい

て意見交換等を行ってきた。また，当研究業務の内容

を更に工夫し，素材・品質・デザイン・縫製・コスト

等に関わるトータルな観点から課題の抽出に取り組み，

試作開発で得られた結果等を参考に業界への技術支援

2. 2. 1 川7・1)ッド糸による作務衣生地の製織試験

・経糸:絹糸13.5匁，緯糸:ハイ7'1)ッド糸40/2

-経糸双糸13.5匁，緯糸:ハイ7'1)ッド糸40/2

(試作用:無地織物・緯緋織物の2種類/製織)

2. 2. 2 名古屋帯のサンプル織と試作開発

・サン7"ル用:経緋糸の組織配列と緯糸別7種類の製織

・試作開発用:経糸10.5匁の淡色，緯糸は意匠糸と

複合糸を組み合わせた交織織物

v 

.普及に努めたい。

2 研究体制・素材別による織物の用途開発

2. 1 研究開発体制の編成

前年度の研究成果を基に，技術的な課題等をそれぞ

れの分野から話し合い，目的の達成を図るため，開発

グループの編成を図 lの内容で整えた。

岐 1;1.~;l:製 gill技報i研究所

-奄葺楢雄開尭研究会その他 ー高揖英治水普賢車

・丸丸織物協同組合(丸野植物欄) ・健在重郎石田章i事干

・刊エイティ7・奄聾鹿児島研究会 ・井ノ上みのり・円山米子

図l 研究開発チームの編成

2. 3 意匠糸による洋装用織物の用途開発

2. 3. 1 メンズ用の素材・織物別と用途開発

-長袖シャツ用:長ストレット糸/5号糸

-ジャケット用:004ノットヤーン/380d

2. 3. 2 vf'イ-A用の素材・織物別と用途開発

・カシーユ了ルシャ7用:ループノットヤーン/570d

・スカート用:ループノットヤーン/570d

.コート用:プークレヤーン/61Od

2. 4 ファッション用織物の用途開発

2. 4. 1 ネクタイ用の素材・織物別と用途開発

.Aタイプ:sリングTーン/570d，zhトヤーン570/d等

.Bタイプ:玉糸/180，玉糸110/2片，玉糸/400等

2. 4. 2 ショール・マ7ラー用の素材・織物別と用途開発

・ンヨール用・ 7・ーナレトン/610d，sリン1'1'-ン/570d等

・マ7ラー用:カシミヤ，真綿糸，絹紡糸等

事t岐阜県製品技術研究所，叫帝人側，判丸久織物協同組合(久野織物件柑)，判奄美繊維開発研究会

H クリエイティプ奄美・鹿児島研究会
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大島紬着姿シミュレーションによる
デザインの高度化に関する研究
一着姿からのデザイン開発手法について一

徳永嘉美，山田淳人，上原守峰，西決造，池水秀俊市1

これまでに開発された着姿シミュレーション「紬ソフトJの業界普及を目的に，織縮率を調査しそれに基
づく着姿図案設計図を開発した。そして，これら和装仕立てを考慮に入れた着姿からのデザイン開発手法の

提案で，業界の関心を得ると同時に産地デザイナーで構成するCAD研究会への技術支援をはかるためのデ

ータ収集と，着姿デザインにおけるコンビュータ活用の有用性に関しての知見を得た。

1.はじめに

着姿シミュレーションシステムは「緋ソフト」と「紬

ソフトjで構成され「緋ソフト」は現在構築中である

が， r紬ソフト」はすでに完成しており業界普及の段
階である。この「紬ソフトJは業界においてこれまで
販売促進におけるプレゼンテーション用として活用さ

れてきたが，業界への導入までには至っていない。そ

の有用性は認められているものの普及が遅れているの

は，伝統工芸という手仕事を中心としているためコン

ピュータのデジタル技術に対する知識不足があり，そ

して個々の零細企業での設備投資の困難さに起因する

ものと思われる。そこで業界普及の先がけとして，奄

美・鹿児島両産地にある紬組合あるいは奄美産地を例

にとると大島紬CAD研究会などのグループへの導入

が最も効率のいい方法であると考える。

「紬ソフト」の業界普及へ向けて，着姿シミュレー

ションのプレゼンテーション以外にデータベースの構

築並びに着姿からデザインを開発する手法などへの応

用が考えられる。そこで本年度は，緋図案の平面情報

から立体である着姿シミュレーションへ移行するため

の関連データを中心に解析し，着姿からデザインを開

発する手法について考察した。

2.内容

2. 1 大島紬の織織率

大島紬の緋図案は，経・緯それぞれの締緩羽に応じ

た方眼紙を作成しCADシステム(タフコン)で設計

作図されているが，実際の織上がった反物は経・緯そ

れぞれの織縮率に応じて縮小されることになる。この

* 1 大島紬CAD研究会会員
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織縮率を調査しタフコンの出力データへ情報を入力す

ることで，着姿シミュレーション上での図柄表現がよ

り正確に近くなる。

この織給率は製品の織・緋密度あるいは図柄表現i 、
(地詰まり・地空き・飛び)などでも異なるだろうし，)

織工の技術(張力調整)や湯通しなどの整理工程や経

年においても変化することが予想される。

そこで実際に製品化された反物を計測し，予想され

るこれらの織給率を次式で算出し， トータルでの織縮

率を検討した。

締緩羽間数の長さー製品開数の長さ織縮率= ---- -- -- ---- -- xIOO 
締銭羽間数の長さ

2. 2 伝統美からの図柄配置

着姿からデザインを開発するにあたって，伝統的に

美しいとされる図柄配置のポジションについては，反

物の織縮率を勘案した上でそれぞれの寸法を大島紬の

緋図案の間数データ表示に置き換えた形で把握するこ

とが必要である。 u
2. 3 柄配置における横方向の解析

大島紬をデザインするに当たってデザイナーが一番

気遣う部分は，図柄配置上で重要度の最も高いポジシ

ヨンである上前身頃とおくみとの関係である。特に，

おくみ部分の縫い代による柄の切れ具合が気になると

ころであるので，まずおくみと前身頃での図柄表現の

解析を中心に，各仕立て部品の横方向における図柄の

出方を方眼紙を用いた間数データでの表記を試みた。

2. 4 柄配置における縦方向の解析
着姿からデザインを提案しようとする時，目的の位

置へ正確に図柄を配置する必要がある。そこで経糸の



織縮率データを基に，今度は各ポイント聞の縦方向の

問数をまず計算上で決め，着姿シミュレーションで描

画実験を踏まえ微調整をはかりながら，最終的に関数

を割り出し図柄のポジショニングを決定した。

2. 5 着姿図案設計図の作成

従来の緋図案設計は，経・緯の締筏羽を基準とした

l完全模様が描画できる方眼紙を用いて作図されてい

るが，着姿図案設計では経・緯の織縮率データを基に

反物の長さ分の方眼紙を作成した。

2. 6 着姿からのデザイン開発

従来の大島紬のデザインは，一方向き柄を除くとー

完全模様といわれる単位でのパターンを繰り返す図柄

表現である。そして，そこには折り曲げ・切り替えな

どの制約が生じることになり，柄の繋がりあるいは方

、向性や広がりなどが欠け，ややもすると着姿美を無視

にd した図柄構成ともなっている。

業界ではこれまで裾模様大島紬など着姿を意識した

デザイン開発がなされてきたが，図案の枚数を多く必

要とし，デザイン開発にコストがかかることや，織縮

や仕立て法などのデータ不足のため失敗の確率が高い

ことから，着姿デザインはなかなか普及せずデザイン

の高度化がはかられていない。

そこで，今回の調査実験から得られた図柄配置のポ

ジショニングデータを基に，仕立てによる柄の切れ具

合や着姿美による図柄の配置構成を重視した着姿緋図

案の開発を試みた。

次に，これらの着姿緋図案情報を仕立て上がりの想

定をはかるため「納ソフトjのレイヤーの技法を使用

し貼り付ける方法で着姿上での柄配置の正確さと迅速

さを解決した。このことで「紬ソフト」の多面的な有

用性を確認すると同時に着姿美からデザイン開発する

手法として提案した。

3.結果及ぴ考察

3. 1 大島紬の織織率

3. 1. 1 織密度・緋密度(マルキ)・柄違い別縮率

調査結果を表 1，表2に示す。

表1 15.5算大島紬の織縮

特産ー ー長マ~_~ル長度キー ー_J理由"ーー J経盟問書g_ー経箆掴ー 五段経慣， ー持%主主ー 注目撃ー F季五~~亘 ー反物緯恒ー ー_-*普%亙ーーー
C皿 cm cm cm 

15.5 9 地誌り 200 38.7 36.8 4.9 260 55.7 54.0 3.0 
(カタス) φ 

" 36.8 4.9 
4切 aシ 54.4 2.3 

" 
。 36.4 5.9 今 " 54.0 3.1 。 。 36.8 4.9 " " 54.6 2.0 

今 。 36.3 6.2 " " 54.6 2.0 

" " 36.8 4.9 " 
。 54.5 2.2 

イ少 " 36.4 5.9 " " 54.0 3.1 

" " 36.8 4.9 " 砂 54.0 3. 1 
今 。 37.1 4.1 " ゐ 54.0 3.1 

" " 37.1 4.1 
。 " 54.2 2.7 

4シ 。 36.4 5.9 φ 。 54.6 2.0 
4シ " 36.6 5.4 イ〉 " 54.0 3.1 

" 。 36.5 5.7 。 。 54.6 2.0 

" 
。 36.5 5.7 " " 54.4 2.3 

" " 36.4 5.9 " " 54.6 2.0 

" 
。 36.4 5.9 " " 54.2 2.7 

" 
今 36.5 5.7 " " 54.1 2.9 

" 今 36.2 6.5 " " 54.1 2.9 

" " 36.2 6.5 " " 54.6 2.0 

" 
4シ 36.6 5.4 。 。 54.4 2.3 。
" 36.9 4.7 " " 54.2 2.7 

" " 36.8 4.9 " " 54.0 3.1 
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経喜彦ー _Eマ普2ル五度キーー句_1甲ーーーー ー経関間数ーー経箆頗ー J民数経恒ー ー錆%FF--ー種目数ー 緯筏幅 ー反E担緯蝿ー _ _-*由%主ーーー
cm cm cm cm 

13 6 地詰り 124 38.2 35.5 7.1 160 49.2 48.0 2.4 
(一元) " 。 36.2 5.2 。 今 47.9 2.6 

" 
今 35.8 6.3 " " 47.9 2.6 " 砂 35.6 6.8 。 " 47.4 3:7 

" 今 35.7 6.5 " " 47.8 2.8 " " 35.5 7.1 " ゐ 47.9 2.6 

" 
。 35.9 6.0 ゐ イシ 47.5 3.5 

~~U___最1高5有.57.1 0 -一0一ーー ___nL一1白書2信.8正5
最均低値値56.2 最平均低値値2.4
.3 2.9 

半地空き 124 38.2 35.8 6.3 180 55.4 54.0 2.5 

" 。 35.4 7.3 今

" 53.6 3.2 。 ゐ 35.8 6.3 " " 53.6 3.2 4シ 今 35.2 7.9 砂 " 53.5 3.4 。 4シ 35.8 6.3 ゐ φ 54.4 1.8 。 。 35.8 6.3 4シ " 54.0 2.5 
今 今 36.2 5.2 160 49.2 47.5 3.5 。 。 36.1 5.5 。 。 47.4 3.7 
今 " 35.8 6.3 " 。 47.6 3.3 

~g ，~___最l古51.直27.9 0 0 一47一.7一一1育3信.r0f 
最低値5.2 最均低値値1.8 
平均値6.3 平 3

8 半地空き 168 38.8 36.0 7.2 260 60.0 56.9 5.2 
(カタス) " " 35.8 7.7 今 " 58.4 2.7 

" 。 36.3 6.4 。 " 57.1 4.8 イシ 。 36.4 6.2 今 今 57.6 4.0 

" " 35.9 7.5 " 
。 57.2 4.7 

今 " 35.9 7.5 " b 57.8 3.7 
" " 36.2 6.7 " " 57.3 4.5 
" 今 35.9 7.5 。 " 57.5 4.2 
" 
。 36.4 6.2 " " 57.4 4.3 

" 
。 36.7 5.4 4切 " 57.5 4.2 

" 。 36.7 5.4 。 " 57.5 4.2 。
" 36.7 5.4 " 4シ 56.8 5.3 。 。 36.7 5.4 イシ " 57.2 4.7 
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ljl幻 4 I 4.3 。// I 36.3 I 6.4 I " I " I 57.2 I 4.7 
。"I 36.2 I 6.7 I " I " I 56.9 I 5.2 
土 。砂 ー一司3356.ュLJJJ___ j_ _ _; ___l_ _ _;_ __L _~U___I最ー高5値5..57 5.8 

最低均値値5.2 最低値2.7
平 6.4 平均値4.6

飛び 168 38.8 36.0 7.2 260 60.0 56. 7 4.3 
名シ " 35.9 7.5 // " 56.9 4.6 
/， ゐ 35.8 7.7 " イシ 57.8 5.5 
b // 36.3 6.4 4砂 " 56.5 5.2 
" " 36.2 6.7 " 砂 56.9 3.7 。 今 36.0 7.2 " ゐ 57.3 5.8 
イシ " 36.6 5.7 。 。 57.1 5.2 砂 。 36.7 5.4 今 4シ 56.8 4.5 
今 " 37.0 4.6 " 

今 56.8 4.8 。
" 36.2 6.7 /， " 56.6 5.3 

// /， 36.6 5.7 // " 57.1 5.3 
" /， 36.4 6.2 " " 56.7 5.7 
" 名シ 35.9 7.5 " 4シ 57.0 4.8 

" 。 35.7 8.0 " aシ 57.4 5.5 

" 。 36.3 6.4 ゐ // 57.2 5.0 

" " 35.4 8.8 " 
。 56.7 4.3 

36.0 ー最し古7.fd26.81 0 -一0一ーー 56一.7一-17員宿4.E78 
最低値4.6 最平低均値値357 平均値6.8 .0 

3. 1. 2 同柄による織工別織織の比較

調査した結果を表3.表4に示す。

表3 15.5算大島紬の同柄による織工別織縮の比較

警彦+-警警警-↓ーーー抱一ー-1司法I-*~~~~-I均F町野イ金目数伊富民|均戸+--常一一
15.5 I 9 I地詰り I 196 I 37.9 I 36.0 I 5.0 I 260 I 55.7 I 54.2 I 2.7 

I " I 36.2 I 4.5 I " I " I 54.4 I 
I " I 36.0 I 5.0 I " I " I 54.2 I 2.7 
I " I 36.3 I 4.2 I " I " I 54.3 I 2.5 

u 

ヰ:::;:iii:;:::;;;j:宍:ヂ琵;:::;:iJi:;;::;i;ilqzj!??り
I " I 36.5 I 4.7 I " I " I 54.4 I 2.3 

L___~___J___~ç， 1_誤i会d.5己正-ー _l___~___J___Q1， 9京百 5結晶)

平面 r--玄I5f[むLijぶL3:巴汀ZJ込;ゑJJ
7 地詰まり I150 I 38.7 I 36.6 I 5.4 I 199 I 56.9 I 55.3 I 2.8 

I // I 36.4 I 5.9 I // I " I 55.5 I 2.5 

一一一一一一一誤差了O(O羽一一一一-EME----r日記4副
主2遍丞-iT15o-ーr-3よfi--IdEE--工五下五g--rsiu;T-瓦md-T--EI--

I " I 36.8 I 4.9' I " IφI  55.7 I 2.1 
I // I 36.4 I 5.9 I " I " I 55.4 I 2.6 
一ーーー田司ーーーーーーーー田ーー誤差:1.万(Õ.-.i己mr-----ーーーーー一回ー一一誤~ï.2"(õ.7ë品
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表4 13算大島紬の同柄による織工別織縮の比較

緋マ密ル度キ 四__栖町田ーー 一経関問数ー _~主~!þ耳目 ー足数経関白 ー第%三L 緯自数 持J¥M1itー反鈎緯恒 一一j錆%受ーーー
C皿 C皿 cm cm 

13 6 地詰り 124 38.2 36.2 5.2 160 49.2 47.5 3.5 
。 " 36.1 5.5 イシ

"'" 
47.4 3.7 

今 " 35.8 6.3 
。
"'" 
47.6 3.3 

ー__ー』ーーー ーーーーーーー ーーー"ー___明ー __司 Fーー『 再開閉胃『開・.ー・-----ーー・・・・・___ ー・ー.園陸晶』ーーーー
誤差1.1(0.4cm) 誤差0.4(0.2cm

8 半地空き 168 38.8 35.9 7.5 260 60.0 57.8 3.7 
4シ " 36.2 6.7 イ少 イシ 57.3 4.5 

"'" "'" 35.9 7.5 
"'" 

今 57:5 4.2 
---------・・ーー・ー.ーーー・・・ー“ーーーー “-ー-ーーー ー・ーー』ーーーー 同戸胃曹関・.ー・--------ー・--------

誤差0.8(0.3cm) 誤差0.8(0.5cm

飛ぴ 168 38.8 36.3 6.4 260 60.0 56.5 5.8 
今 今 36.2 6.7 "'" "'" 

56.9 5.2 
。 " 36.0 7.2 今

"'" 
57.3 4.5 

。
"'" 
36.6 5.7 。

"'" 
57.1 4.8 

今 今 36.4 6.2 今

"'" 
56.8 5.3 再開問戸司再曹関 -・ー・----ー・--------ー・-----ー・------ー・-----ー・---------・・・・・・・・ー

誤差1.5(0. 6cm) 誤差1.3 (0. 8cm 

~ 3. 1. 3 湯通し後の織縮

¥___) 

過去の実験から以下の結果が得られている。日

(1)横方向はほとんど縮まない。

(2 )縦方向は一反につき24cm-30c m縮む。

3. 1. 4 経年変化による織縮

経年(十年以上)のある反物の調査結果を表5に示す。

表5 15.5算大島紬の経年変化による織縮

警皮ー _jマ普ZルE反キー ーーー伺ーー』ー 経間間数 経~!þ~_ J区駒経胸ー 『結%果ー -緯F田関両数'ーー ~~_~]i\_ _~~抱緯阻 ー__i事%受ーーー
cm cm cm cm 

15.5 9 地詰り 194 37.5 35.9 4.3 260 55. 7 54.1 2.9 

"'" 
今 35.8 4.5 " "'" 54.0 3.0 

"'" 
。 35.9 4.3 " " 54.2 2.7 

。 4歩 35.9 4.3 ゐ 。 54.0 3.0 
今 。 35.8 4.5 ゐ

"'" 
54.0 3.0 

__ーー----ーー__ _ -・・・・・・・__ ー・-----回"・___ー・- --------骨骨"・"帽"・___・"・.

3. 1. 5 織縮率調査結果の考察

( 1) 13算と15.5算の織密度別比較

密度の荒い13算の方が15.5算より経・緯ともに縮

率が高くなっている。このことから縮率は織組織の

粗密にも関係していることが分かる。

(2 )算数別による緋密度の比較

15.5算における 9"7ルキ(カタス)・ 7マルキ(カ

タス)では，それぞれ若干の違いではあるが経は7

7ルキで緯は9"7ルキが高くなっている。今回の資

料では判断できないが，この結果は9マルキが7マ

51 

最高値4.5 最高値3.0
最低値4.3 最低値2.7
平均値4.4 平均値2.9

ルキより経糸が細いことが挙げられる。いずれにし

ても，同じ織密度でマルキ別による差はあまり生じ

ていない。

13算では今回の資料が6:<ルキ(一元)， 8"7ル

キ(カタス)であったので，当然ながらマルキだけ

をみると緋糸一本の8"7ルキが高くなっている。

(3 )柄違い別縮率比較

13算・ 15.5算ともども地詰まり，半地空き，飛び

の順番で縮率が高くなっている。このことは，上記

した緋密度の場合と同じように，地の部分が増える



ことで泥染めによる増量が影響し縮率が高くなって

いることが判断できる。

またこのことから，経・緯ともども地詰まりと半

地空きの差よりも飛ぴ柄における縮率が極端に高く

なっている。

(4 )同柄による織工別縮率比較

縦方向よりも横方向に差異が生じている。これは

織工によって伸子の張り加減の差に起因するものと

思われる。いずれにしても，誤差が5皿前後である

ことから全体での縮率のトータルには影響しないと

判断した。

( 5)湯通し後の織縮率

過去の実験データにより横方向の縮率はほとんど

差が生じず，縦方向のみの縮率2%をトータルの縮

率へ加算することとした。

( 6 )経年変化による縮率

正確な経年変化を考察するには資料が少なすぎた

こと，そして条件としても糊を落とした状態のもの

があれば最良であったが不可能であったのマここで

は糊付きの状態で15.5算97ルキ(地詰まり柄)の

十年経過したものと，出来たて製品を比較したとこ

ろ，今回はあまり差異が見られなかったので縮率の

トータルに加算しないこととした。

3. 1. 6 織縮率調査結果のまとめ

上述の通りそれぞれの製品の違いにより縮率が違う

ことが判明したので，各種大島紬に応じたトータルで

の縮率結果のデータを表6に示す。

表6 各種大島紬の織縮率

算 マルキ 柄 経縮率 緯縮率

(横方向) (縦方向)

地誌り 5.3 % 4.6 % 

9 半地空き 5.3 % 4.9 % 

15.5 飛び 6.0 % 8.1 % 

地詰り 5.0 % 4.4 % 

7 半地空き 5.7% 4.7 % 

飛ぴ 6.2 % 7.4 % 

6 地詰り 6.3 % 4.9 % 

13 半地空き 6.3 % 5.0 % 

8 半地空き 6.4 % 6.6 % 

飛び 6.8 % 7.0 % 

3. 2 伝統美からの図柄配置

伝統的に図柄配置の美しいとされるポジショニング

データを図 lに示す。この図は柄配置の重要度の高い

順にポイントA-Cとなっており波線は裏側を示して

いる。なお当然ながら，伝統的に美しいとされるこの

柄配置にこだわらない訪問着などは，自由なデザイン

の構図となる。

図l 伝統美からの図柄配置ポジショニング

3. 3柄配置における横方向の解析

大島紬をデザインするにあたって，最も注意を必主」ノ

とする箇所が図柄配置で最重要部のポイント Aにあた

るおくみと左前身頃の位置である。ここはおくみと前

身頃の両方に渡っているため，先染め織物においては

図柄配置が大変難しく，縫い代による柄のカットされ

るラインを考慮に入れながら柄構成する必要がある。

そこでの適正な柄の切れ，あるいは切れない範囲を

知るために各種の製品に応じた，目やすとなる境界線

を確認する必要がある。そのためには，反物横方向の

縮率に応じた10聞置きのチェック柄を作成し，縫い代

部分が間数デ-7で一日で分かるようにした。また，

前身頃の正中線のゾーンも付け加えて柄配置の注意す

る部分も示した。それぞれ使用した同数データを表7

に，配置図事例の一部を図2に，結果を表8に示す。
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表 7 使用した横方向での間数及びす法

算 マルキ 柄 間数 縮率の寸法 ヒ。クセル

9 地詰り 200 36.6 cm 960 
半地空 200 36.6 cm 960 

15.5 飛ぴ 200 36.4 cm 940 
7 地詰り 150 36.8 cm 980 
半地空 150 36.5 cm 950 
飛び 150 35.8 cm 875 

6 地詰り 124 35.8 cm 875 
13 半地空 124 35.8 cm 875 
8 半地空 168 36.3 cm 930 
飛ぴ 168 36.2 cm 920 

図2 15.5算 (9マルキ)解析シミュレーション事例

表8 横方向で示される図柄表現範囲の間数データ

15.5算 9マルキ
柄 袖 前身頃 後身頃 衿 妊

地詰り 左71 左65 左58 中15 中13
右93 右58 右93 内56 内75

半地空 ~ ク ~ ~ ~ 

今 今 ~ ~ ~ 

飛ぴ ~ ~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ ~ ~ 

15.5算 7マルキ
柄 ネ由 前身頃 後身頃 妊

地詰り 左52 左48 左58 中15 中13
右70 右43 右93 内56 内75

半地空 ~ ~ ~ ~ ~ 

~ ~ ~ ~ ~ 

飛び 1'1' 1'1' 1'1' 1'1' 1'1' 

~ 再， ~ ~ ~ 

13算 6マルキ
柄 袖 前身頃 後身頃 衿 妊

地詰り 左44 左40 左36 中9 中9
右58 右36 右58 内35 内46

半地空 ~ ~ か ~ ~ 

~ ~ ~ ~ ~ 

13算 8マルキ
柄 袖 前身頃 後身頃 衿 妊

半地空 左53 左48 左43 中10 中10
右70 右43 右69 内41 内55

飛び 左60 左55 左48 中11 中11
右78 右48 右78 内47 内63

※左・右は中心線からの間数方向 中は中心線からの

出発問数，内は終了間数をそれぞれ示している。

3. 4 柄配置における縦方向の解析

着姿からデザインを提案しようとする時，目的の位

置へ正確に図柄を配置する必要がある。そこで，それ

ぞれの製品の縦方向の縮率を基に，今度は上記図2に

おける各ポイント部の間数データを肩及び裾から導き

出した。結果を表9に示す。

表9 縦方向におけるポイント柄の間数データ

15.5算 9マルキ

柄 ポイントA ポイント B ポイント C
地詰り 裾 259 間 屑 122 間 屑 104 間
半地空 ク 260 ~ ク 123 間 ク 105 ~ 

飛ぴ ク 269 ~ ク 127 間 108 今

15.5算 7マルキ

柄 ポイントA ポイント B ポイント C
地詰り 裾 194 間 屑 91 間 屑 77 間
半地空 ク 195 ~ ~ 92 間 ~ 78 ~ 

飛び ク 200 ~ ~ 95 間 ~ 81 b 

13算 6マルキ

柄 ポイントA ポイント B ポイント C
地詰り 裾 181 間 屑 85 間 屑 72 問
半地空 182 ~ ~ 86 間 ~ 73 ク

13算 8マルキ

柄 ポイントA ポイント B ポイント C
半地空 裾 246 間 屑 116 間 屑 98 間
飛び ク 247 ク ク 117 間 ~ 99 ~ 
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4. まとめ

着姿シミュレーション「紬ソフト」を単なるシミュ

レーションのプレゼンテーションにとどまらず，着姿

からデザインを開発するためのツールとしても利用で

きることを示唆するため以下のことを行った。

( 1 )織縮率を調交L，織・緋密度，柄違い別による

経・緯の縮率をそれぞれ確定した。

( 2 )伝統美による図柄配置ポジショニングの基本位

置をそれぞれの問数データで確認できた。

( 3 )反物横方向の縮率を解析することで，各仕立て

部品における図柄が表現できる範囲を，それぞれの

大島紬において間数データで表示が可能となった。

(4 )反物縦方向の縮率を解析することで，伝統美に

よる図柄のポイント部における位置をそれぞれの大

も 島紬において肩及び裾から間数データで表示した。

"- (5)各種大島紬(10種)における着姿デザイン設計

¥__' 

図を作成した。

( 6 )着姿からのデザインを 3点開発することができ，

これまで長時間を要した着姿デザインが従来のもの

とほぼ同じ時間的コストで開発可能となった。

これらのことで本システムを利用して着姿からデザ

インを開発する手法を確立し，これまでとは視点を変

えた立体的な造形感覚を捉えることができた。

今後は本研究で得られた結呆を基に，大島紬CAD

研究会の課題として着姿デザインを取り上げ，技術指

導をはかっていきたいと考える。

本システムが，両産地紬組合及ぴCAD研究会は元

より各企業ひいては集散地の問屋・小売庖なと、へも幅

広く活用されることで，大島紬のデザインがより一層

高度化され日本伝統文化の継承・発展の一躍を担うこ

とを期待する。

参考文献

1 )西決造ら:平成11年度鹿児島県大島紬技術指導

センター業務報告書， P31-34 
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多藍の藍建てに関する研究(1 ) 

松永一彦，山下宜良，東孔キ 1

日本人に愛される藍の色相を醸し出す藍染めを利用して，正藍大島紬の製作を目指した。藍染めも他の染

色と同じように，染料と綿糸の相互作用であるが，染料は建て染め染料であり，殊に正藍染めは微生物の発

酵を利用したものである。従って，藍液の発酵状況が被染色物の染色性を大きく左右する。そこで，琴藍に

よる正康建てを用いて染色試験を試み，また微生物の代謝環境及び藍液の管理法を検討した。

微生物の代謝は，温度23'(;-30'(;. pHll-12. i容存酸素 1%以下の嫌気状態で盛んに行われ，代謝の結果，

藍液はー700mV--600mVの還元雰囲気になった。また，微生物による代謝を円滑にすすめるために，温度及び

pHの測定，撹持等の管理を日々行い，藍1直の環境をー定に維持していく必要があった。藍液の外観は，染色

を重ねる毎に，また時間の経過とともに大きく変化していった。色素であるインジゴの濃度は時間の経過と

ともに減少傾向を示したが，これは被染色物の染色性と明瞭な相関があった。つまり，染着によりインジゴ

濃度は減少し，被染色物は次第に淡い覧色に染色されるようになった。

1. はじめに

藍染めが醸し出す藍色は，日本古来の色と呼ばれ，

日本人に好まれ広く受け入れられる色相である。大島

紬業界においても以前は正藍建てによる藍染めの正藍

大島紬を製作していたが，現在ではその生産量は極め

て少なくなった。その要因としては，染色ムラ，毛羽

を引き起こしやすい藍染めの難しさ，或いは正藍建て

の管理の煩雑さ，藍液の物性評価の難しさが考えられ

る。

そこで，琴藍の正藍建てを試み，藍液の管理及び染

色試験を平成13年7月から翌年5月までのおよそ300

日間に亘って行った。また，比較試料として，同様に

正藍建てした4種類の藍液を準備した。今回，液の諸

物性及び染色性に関して報告する。

2. 方法

2. 1 正藍建て

井上藍染工場にて家藍の正藍建てを行った。

2. 2 藍液の各種物性測定

撹祥後3時間以上放置した藍液をサンプリングし，

分析試料とした。

u 

藍染めも他の染色と同じように，染料と絹糸の相互

作用であるが，染料は建て染め染料であり，殊に正藍

染めは微生物による発酵を利用したものである。従っ

て微生物代謝の管理が，藍液の物性を大きく左右し，

また被染物の染色性に大きく関わってくる。

(1) i昆度，酸化還元電位 (ORP)測定 '0 

藍i夜の管理，つまり藍建てを担う微生物代謝の管理

は，経験的に実施されるか，あるいは実験室レベルで

数例報告されているが，藍液中で起こっている諸反応

は推測の域に留まっている。被染物の染色性を向上さ

せるためには，染色i去の改善は言うまでもないが，墜
1夜を最適な状態へ導く必要があり，そのためには藍液

の管理，すなわち微生物代謝の管理を行わなければな

らない。藍液の物性を評価することによって，微生物

代謝を考察でき，また管理法を検討することが可能と

なる。

* 1 井上蛙染工場

HORIBA製pHメーターD-13を用いて，ガラス電極

法により現場にて測定した。

(2)pH測定

ガラス電極法により現場にて測定した。

(3)無機成分の定性分析

蛍光X線測定装置 (RIX-3000理学電機(的製)を

用いFPii，にて測定を行った。
(4 )結晶パターン解析

X線回折測定装置 (RINT2000シリーズ理学電機

(械製)を用い測定を行った。

(5)全炭素，無機炭素の定量分析
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全窒素・全炭素分析装置 (Mode1 NC-900H 0欄住

化分析センター， (掬島津製作所製)を使用して測

定を行った。

(6)アンモニウムイオンの定量分析

イオン電極法(pHlION METER F-24 HORIBA製)

により測定を行った。

(7)溶存酸素 (00)測定

]IS K 0102に従い現場にて測定を行った。

(8)COD，，"測定

]IS K 0102に従った。

(9)ATP測定

トリスバッファーでATPを抽出後，ルシフェリン

ールシフエラーゼ法を用いて測定した。

(10)ピリジン抽出によるインジゴの定量分析

藍液をインジゴで抽出した後，分光光度計 (UV

'._.. 220α掬鳥津製作所製)を使用して610runにおける吸

光度を測定した。

(11)還元法による色素の定量分析

ハイドロサルファイトナトリウム及び水酸化ナ

トリウムで処理した藍液の405runにおける吸光度を

測定した。

(12)ナトリウムイオンの定量分析

イオン電極法により測定を行った。

3. 結果及び考察

審藍を用いて正藍建てを行った。まず毒事藍を原料と

する薬約57kg，水酸化カルシウム 8合を約540L容の素

焼きの瓶に投入した。次にpH11前後，温度35"C-40"C 

」付近に調整したシャリンパイ由来の灰汁200Lを瓶の申

に投入し，さらに清酒l.8Lを添加した後撹祥を十分に

行い発酵を試みた。撹持することで薬に抱き込まれて

いた気泡が液表面に浮きだし，厚さの薄い気泡の層と

なって一面に散在した。翌日，水酸化カルシウム 7合

を添加し，中石処理を施し，建て始めてから3日目に

藍花と呼ばれる気泡の凝集体が観察されるようになっ

た。藍花は，それまで小さく散在していた気泡がまる

で一つの塊となって，こんもりとした状態で藍液面に

存在することとなった。 3日目及ぴ4日目にpHll前後

に調整した灰汁を150Lづっ投入し， 5日目には小麦粉

660gをお湯で溶かし添加するとともに水酸化カルシウ

ム6合を投入し，止め石処理とした。止め石処理を施

すことで，藍花の表面は固い石状に様子を変え，息を

吹きかけると飛び散ってしまう程，水分，粘性を感じ

られない状態へ変化した。またこの時期になると，今

まで暗黒色系の色をしていた液表面に乳白色の膜が見

られるようになり，次第に乳白色の膜で覆われる部分

が大きくなっていった。さらに，それまで臭いのなか

った液表面からアンモニア臭が強〈感じ取れるように

なった。発酵後17日目頃から藍花は姿を消し，厚みを

増した乳白色の層が一面を覆い，アンモニア臭は鼻を

突く程に，さらに強さを増した。しかし， 24日日頃に

なると乳白色の層が薄れ，またアンモニア臭もかなり

弱まってきた。 40日目頃になると乳白色の膜が消え，

再び藍花が観察されるようになった。

以降，藍液の状態観察， pH測定，絹糸及び緋鐙の染

色試験を行いながら藍液の状態を判断し，必要に応じ

て炭素i原，水酸化カルシウム或いは灰汁を任意の量添

加し，藍液を染色できる状態に維持した。

濃い藍色に染色できる藍液は，大きな藍色の藍花を

有し，また液表面の色は暗黒色系を成し，さらに紫金

色の膜で覆われ，液内部の色も同様に暗黒色系になっ

た。じかじ，染色回数が増すにつれて藍花は小さくし

ぼみ，次第にその姿は無くなっていった。また，藍花

の外観とは異なる透明感のある大きめの気泡が発生す

るようになった。さらに，表面を覆っていた紫金色の

膜の表面積も小さくなり.液内部の色も黄土色に変化

していった。この段階で，藍i夜は染色に適さない溶液

となり染色を取りやめた。

藍染めの色素成分はインジゴであり，それは次のよ

うな反応を辿り被染色物を藍色に染色すると考えられ

ているけ."(図 1)。まず，藍の葉に含まれるインジ

カンは酵素により加水分解されインドキシルに変化

し，それが空気中で酸化されインジゴが合成される。

発酵建ての場合，インジゴは微生物の代謝により生じ

た水素に置換されることによってインジゴパット酸に

変化する。また，水素の供給を微生物に頼らない，例

えばハイドロサルファイトナトリウムなどの化学物質

に頼る建て方は化学建てと呼ばれている。インジゴ及

びインジゴパット酸は水に不溶な性質であるため，こ

の状態では染料となり得ない。インジゴパット酸は，

灰汁に含まれるナトリウムの置換を受けてインジゴロ

イコ体となるが，この物質は水に可溶でありこれが直

接の染料となる。インジゴロイコ体は空気に触れる，

或いは水にさらされることによって酸化され，インジ
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原は，発酵の至適温度は30"Cで， 20"C -40"Cの範囲で

は発酵に影響がないと報告しているが31今回我々の
行った20"C-30"C以上に温度を高めて良い可能性があ

った。

ゴに変化し，染色物は藍色に表現されるようになる。
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次に，環境要因のーっとしてpHに着目した(図3)。

藍の発酵を担う微生物は耐アルカリ性梓菌であると皆

川は報告し41また高原は藍液のpHを10-12に維持す
、る必要があると言及している引。現場においてもpHを

11-12に保つよう習慣付けられているが， pHで11以下

に下がらないよう水酸化カルシウムあるいは灰汁を添

加した。また， pH12以上になると毛羽発生の原因にな

るため，アルカリ剤の過剰な添加は避けた。

藍液の温度図2
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pHの管理を怠ると，藍液は酸性に変化してきた。藍

液が酸性側に移行すると，液の状態の変化を喚覚で感

じ取れるようになり，叢液特有の臭いが汚泥臭へと変

化してきた。高原は液が酸性になる原因として，微生

物の代謝による有機酸の存在を示し，酢酸・ギ酸・ク

エン酸・コハク酸など12種類の有機酸を同定している
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経過回数(日)

藍液のpH図3

50 インジゴの化学変化

このように，正藍建ては微生物の代謝を利用してい

るため，代謝を活発化するよう環境を最適に維持する

必要がある。まず，環境要因のーっとして，藍液の温

度に注目した(図2)。

瓶は砂の中に埋められ，周囲の温度に対して緩衝さ

れる作りになっている。また，夏は室内の窓を開け風

通しを良くし，冬には電気ヒーターを使用して年間を

通して20"C-30"Cの範囲に液温は維持されていた。高

図l



( 1 ) 

( 2 ) 

( 3 ) 

H，O 十Ntb 

H"O+ + OH 
[Ca(OH) 1 + 

勾OH 
乞苓

NH. + 

2H，O 
Ca(OH)， 

+ 

ところで，水及び水酸化カルシウムは(2 )及び(3 ) 

のように解離し， 25'Cにおける水のイオン積は1.008 

X 10 ，.， (moνL) "水酸化カルシウムの解離定数は3.

8XlQ-" (mo!/L)である九水酸化カルシウムの添加

により，アンモニウムイオンがアンモニアガスとして

藍液中から揮発し，アンモニウムイオンが減少してい

ったと推測される。一般に窒素成分はその形態を変換

させながら生態系を循環しているが，護液のように閉

鎖的な特殊な環境において，窒素の循環が行われてい

るとは考えにくい。アンモニア態窒素150mg/Lで発酵

の阻害作用があると高原は報告しているが9}，今回の

測定結果では最大で350mg/Lのアンモニウムイオン漉

度を得た。藍液中に高濃度で存在するアンモニウムイ

オンを除去することは，微生物の生育環境を整えるた

めだけではなく，微生物代謝を活発に行う上で重要な

作業であると考えられた。

OH + ー今

←ー

6)。小麦粉やブドウ糖などの炭素i原を添加すると， pH 

が酸性側へ移行する速さが早くなり，炭素源添加直後

は特に注意が必要であった。炭素i原の供給により微生

物の代謝が活発化し，その結果，有機酸の発生量が増

加したと推測された。また，高原は液が酸性化してく

る要因として，微生物の代謝による炭酸ガスの発生を

確認している 710

瓶の下部には沈殿物が多量にi留まっているが，沈殿

物を500'C， 5時間で灰化させたところ灰分68%，有

機物32%であり，有機物はスクモ及ぴデンプン系物質

を主成分とし，他に微生物，微生物の死骸，微生物に

よる代謝産物であると考えられた。灰の定性分析を行

ったところ，主成分はカルシウムであった(表 1)。

(%) 

C! 

藍液沈殿物の元素組成

Mg P Si 

3.0 

¥._ 
A! Ca 

80.4 

また結晶パターン解析を行った結果，炭酸カルシウ

ムのピークと一致した(図4)。添加した水酸化カル

シウムが炭酸カルシウムに変化したと考えられた。炭

酸イオンの発生源は不明であるが，高原の結果7Jから，

微生物の代謝により発生した炭酸ガスあるいはギ酸の

分解により生じた炭酸イオン，もしくは空気中の二酸

化炭素が考えられた。そこで，藍液の全炭素及び無機

炭素の定量分析を試みたが，無機炭素すなわち炭酸ガ

スを検出することはできなかった。これは，今回分析

に用いた試料が，染色に適さない状態の液だったため

にJに炭酸ガスを検出できなかった可能性も残される。今
後，微生物代謝の活発な時期の液を用いた測定を行っ

ていく必要がある。

発酵後，しばらくの閑，鼻を刺すほど強烈であった

アンモニア臭も，時間が経つにつれて次第に薄れてき

た。そこで，別に用意した藍液のアンモニウムイオン

を定量分析したところ，発酵当初350皿g/Lと高い濃度

で存在していたが，時間の経過とともにアンモニウム

イオン濃度は減少し， 80日目には180mg/Lと約半分の

濃度に下がっていた。アンモニウムイオンはアンモニ

アと次式(1 )のように相平衡するが，水酸化物イオ

ン濃度の高低によってアンモニウムイオン及びアンモ

ニアの濃度は変動する。

1.1 1.3 1.4 1.6 7.8 

... '" ι1. 11. 11.1" 

n" 

" .. 

1111 

1111 

内

--uM副
司
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2・t・1
沈殿物灰化物の結品パターン

微生物の環境要因として藍液の溶存酸素を測定した

ところ， 1 %以下の嫌気状態であり，菌は通性嫌気状

態で生息していると考えられた(図5)。高原は，発

酵菌を通性嫌気性菌であると推測しているが 1ぺ今

回その推測と一致した。現場では，経験的に撹持を l

日あたり l回だけ行っているが，過剰な撹持はi容存酸

素濃度を高め，菌の生息にとって悪影響となるのかも

しれない。しかし逆に，撹祥を全く行わないと，液か

ら腐敗臭を感じるようになった。撹祥しないことで，

図4
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上層と下層で液物性が不均ーとなり，液層の一部で腐

敗が起こったと考えられる。また，撹祥する前と後で

は色素濃度が大きく変動し，撹持前では色素濃度が極

端に低く，色素が下方に溜まっていることを確認した。

現場では，炭素源を添加した直後の撹持は控えている

が，炭素i原を添加するとその粘性の高さからフロック

を形成しやすく，よって炭素源の沈降する速さが増加

し沈殿物が溜まりやすい状態となった。実際，炭素源

を添加した後に撹祥すると，普段以上に力が必要とな

り，上層と下層では液の状態が不均一であることを感

じ取れた。液の状態を均一にするためにも，適度な撹

持が必要であると思われた。一方，染色直前に撹祥を

行うと，懸濁物が浮遊するため染色の際に被染物がそ

の懸i荷物を巻き込んでしまい，その結果，懸濁物の付

着した箇所と付着しない箇所で色相が異なるなど，染

色ムラの原因となった。染色は挽持直後に行うのでは

なく，懸濁物が沈降するまでしばらく時聞を置いた方

が良いと恩われる。

。
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藍液の酸化還元電位

あるいは添加量を間違えると，藍液が腐敗を起こすな

どトラブルを発生させてしまう。従って，炭素源の添

加は現場に於いても注意が払われている状況である。

そこで，酬の可溶性有機物量を把握する目的でCOD..υ

を測定し，炭素源を添加するタイミング及び添加量に

ついて検討した(図7)。時間の経過とともにCOD，"，ま

減少しているが，これは微生物の代謝により炭素源が

消費されていること，また染色時の被染色物への付着

により減少したと推察された。しかし， 300日を経過

しでも，藍液中に可溶性有機物は豊富に存在し，炭素

i原を添加するタイミング及び添加量を明確にすること

はできなかった。
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藍液中の微生物量を推定するために， ATPの濃度を

測定した。測定に用いたルシフェリンールシフエラー

ゼ法は，試料から拍出したATPに酵素ルシフエラーゼ

を反応させ，反応時に生じる発光をルミノメーターで

検出する原理であるが，何らかの物質によって発光が

阻害され定量する事ができなかった。今後，別な方法

を検討する必要がある。
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藍液のCOD，，"の変化図7

E国加

。。
藍液の還元状態を調べるために，酸化還元電位を測

定した(図 6)。酸化還元電位はー700mVから】600mVの

範囲で変動し，還元状態を保った。また，酸化還元電

位は発酵開始から170日目までは次第に上昇し， 170目

白以降は低下していった。 160日目に炭素源として小

麦粉を添加しているが，これにより微生物の代謝が活

発化し，その結果，酸化還元電位が低下していったと

考えられる。

微生物の代謝を活発化させるために炭素i原，つまり

清酒，小麦粉，ブドウ糖，フスマ，メタ/ール等を一

般に添加するが，それら添加物を投入するタイミング

及び添加量は経験に頼っている。添加するタイミング



図8にピリジンで抽出したときのインジゴ濃度の分

析結果を示した。発酵当初の藍液の性状は不均一なた

め，インジゴ濃度にパラツキがあるが， 50日目以降は

時間の経過とともに減少していることがはっきりと示

された。これは，染着によりインジゴ濃度が減少して

いったと考えられた。また，染色を行わず発酵状態を

保持していると，濃く染色できない状態になると現場

では語られているが，染色を行わず放置された状態の

藍液について調べてみると，インジゴ濃度がかなり低

いことが明らかとなった。発酵の過程で，インジゴは

分解されている可能性が考えられた。またインジゴ濃

度の高低と染色性について明瞭な関連性があった。つ

まり，発酵当初インジゴ濃度が高い時期には濃い藍色

に染色されていたが，インジゴ濃度の低下とともに次

第にその藍色の濃さが薄れ，インジコー濃度で200mg/L

L 以下になった頃から染色に使用できない程に染着濃度

が低くなった。この状況下で炭素源を添加すると，イ

ンジゴ濃度は増加しなかったが，紫金色の膜は発生し

た。現場では，染色できる状態か否かを判断する要因

の一つに，紫金色の膜の有無をあげているが，紫金色

の膜の存在が必ずしも染色できる状態を示唆している

とは言えなかった。また，紫金色の膜が発生した10日

後程に藍花が見られることが数回あった。

濃い藍色に染色するためにインジゴ漉度を高める工

夫を期待した。その理由として，沈殿している有機物

の中にインジゴの前駆物質が含まれ，それが発酵の過

程でインジゴに生成されると考えられたためであり，

炭素源，水酸化カルシウムあるいは灰汁を添加したと

に戸きのインジゴi農度の変化を検討したが，インジゴ濃度

が増加することはなかった。

藍液をハイドロサルファイトナトリウム及ぴ水酸化

800 
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100 。
。

• 

50 

図8
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経過回数(日)

インジゴ濃度の経時変化
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ナトリウムで処理したときの色素濃度を図 9に示し

た。インジゴ濃度の場合と同じように，時間の経過と

ともに減少傾向を示した。 200日目に急激な減少が観

察されたが，その原因については不明であった。また，

ピリジン抽出法で得た結果と比較して2倍以上の値を

示した。スクモからの抽出液の中に，フラボノイド系

やタンニン系の色素がかなりの量含まれている 11}，

また川人は天然藍染料液には水溶性の黄色の色素が存

在していることを推察している 1l)。試料を250runから

900n皿の範囲でスキャンさせた結果，試料のベースラ

インがかなり上昇しており，我々が行った藍液につい

ても水溶性の色素が含まれていると考えられた。元来，

本手法はインジゴ及びイシジゴパット酸を化学的にイ

ンジゴロイコ体に変化させ，その3成分をまとめてイ

ンジゴロイコ体として測定することを目的としている

が，不純物の影響のため正確に定量する事はできなか

った。今後，藍液中のインジゴパット酸及びインジゴ

ロイコ体を定量することが望まれた。
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図9 還元法による色素濃度の変化
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図10 藍液のナトリウムイオン濃度



インジゴパット酸からインジゴロイコ体への変化に

ナトリウムイオンが関与しているが，染着によるナト

リウムイオンの減少によりナトリウムイオンが不足

し，その結果，インジゴロイコ体が形成されないと考

えられたため，藍液のナトリウムイオン濃度を測定し

た(図10)。しかし，ナトリウムイオンの濃度はほぼ

一定であり，染着によるナトリウムイオンの減少は小

さいことが分かつた。

4 . まとめ

今回の研究により，次のことが明らかとなった。

(1) 発酵建てを担う微生物の代謝は，温度20"C-30 

"C， pHII-12，溶存酸素 1%以下の通性嫌気状態

で盛んに行われ，代謝の結果，藍液は 700mV--6 

OOmVの還元雰囲気になった。

(2) 温度管理， pHの測定，撹枠は日々行わなければ

ならなかった。温度20"C-30"Cを保持するために，

特に夏・冬は温度管理に注意する必要があった。 p

Hの管理を怠ると藍液が酸性に移行し，藍i液が腐敗

するなどの問題を生じるため， pHを11-12に維持

する目的で水酸化カルシウムあるいは灰汁等のア

ルカリ剤を添加しなければならなかった。また，

アルカリ剤の添加によってアンモニアが揮発し，

藍液中のアンモニウムイオン濃度は減少した。藍

液を均ーな状態にするために一日に一回は撹祥を

行い，また懸濁物の被染色物への付着を防ぐため

に，撹祥後沈殿物が沈降するのを待って染色を行

ったほうが良かった。

(3) 染色を重ねる毎に，また時間の経過とともに藍

i庄の外観は大きく変化した。濃い藍色に染色でき

る状態のときは，大きな藍色の藍花及び紫金色の

膜を有し，液の色は表面・内部ともに暗黒色系で

あった。一方，染色に適さない状態になると，藍

花及び膜は姿を消し，表面の色は暗黒色系である

ものの液内部の色は黄土色であった。なお，藍花

及び紫金色の膜の存在が必ずしも染色できる状態

を指すとは限らなかった。

(4) インジゴ濃度は時間の経過とともに減少したが，

被染物への染着，インジゴの分解などが要因であ

ると推定された。また，インジゴ濃度の高低と染

色された藍色の濃さの聞には明らかな相関があり，

インジゴ濃度が高いときに濃く染まり， 200mg!L以

下の濃度になると濃く染まらなくなった。

濃い藍色に染色するためには，インジゴの濃度

を200mg!L以上に保持する必要があるが，今回，炭

素i原，各王室アルカリ剤を添加しでも，インジゴ濃

度の増加を認めることはできなかった。
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技術支援指導事例
パッケージデザイン支援

i享人

奄美地域は，亜熱帯性の豊かな自然に恵まれ，その恩恵を利用した商品が数多く開発されている。

塩に関しては，専売制になるまで奄美全域で製塩が行われており，廃止後の現在では，恵まれた海洋資源

を利用して商品化が行われている。今回.塩の精製過程で出来るにがりを商品化したいと企業から相談があ

り，パッケージデザインや商品化までの一連の商品開発を技術指導を兼ねて行ったので，以下に報告する。

田

ことにした。海を連想させる古典文様の青海波紋

を利用し，動きを持たせるため，青海波紋同様古

典文様よりi兵千鳥を配置した。商品名は企業側の

要望により「海の響(ひびき)Jとした。またミ

ネラル分を他社製品より多く含むことから。「海の

生命力 ミネラル豊富」と配置し， r天然にがり」
を赤の抜き文字で強調させた。

一一E

2

i

智
正
酌
即
『

認親-
i・1
漏富II‘

1. はじめに

奄美地域では，塩が専売制になるまで，奄美全

域で製塩が行われていた。所々の浜岸にマシュタ

キヤドリ(塩炊き小屋)が建っていた])。専売制が

なくなると，昔ながらの製法等で塩の製造を始め

る企業がでてきた。今回その 1企業から塩の精製

過程において出来る「にがり」を商品化するため，

そのパッケージデザインや商品開発について指導

依頼を受けた。技術指導を始めるに当たり，壌の

製造方法や，にがりの出来る過程，またにがりの

新たな使用法，これまで開発してきた商品等につ

いて提示してもらい，聞き取り調査を行った。

'-〆

-品問デザイン案の一部組J盟
し/

これまで開発してきた商品と他社との比較

(中央が依頼企業の商品)

最終案(部分)

2 . デザインのポイント

これまでの商品は，パッケージに写真を利用し

ていて，美しい海をアピールしたいのか商品であ

る「塩Jをアピールしたいのか陵味なので，写真
を使うことをさけ，シンプルで飽きのこない商品

名を全面に出した，わかりやすいデザインにする
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出来上がった商品

3. まとめ

開発された商品は，島内の土産品庖等で販売さ

れているが，地元マスコミにも取り上げられるな

ど，売り上げ，デザインともに好評である。今後

は開発した商品のデザインをベースに，詰め合わ

せを見据えて，これまでに開発された塩のパッケ

ージデザインもリニューアルしていく計画である。

技術支援の流れを企業に認識してもらい，商品

開発に役立ててもらえば幸いである。これからも

意欲ある企業に，積極的に支援をしていきたい。
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